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ニ

.金

融

：
資

本

綱

の

健

實

性

向

井

：
..鹿

松

.跟
弓

0

を
投
機
市
場
か
、ら
實
物
化
せ
し
め
や
ぅ
と
レ

て
，而
も
實
物
化
の
根
抵
た
る
公

d

取
引
所
，の
聯
絡
を
無
視
し
た
結
吸
、我
取
引
所
は
又
投
機
収
引
の
市
/場
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
ぐ

な
る
。

' 

な
に
於
て
か

1
5

^

に
ニ
：
^

の
問
题
が
發
生
し
て
來
る
。

第

I

斯
の
如
ぐ
公
衆
を
^
引
所

よ
り
敬
：見
せ
ん
マ

」

し
た
の
は
何
故
で
あ
る

/

か
。
第
二
投
機
市
場
と
し
て
の
我
取
引
所
は
ポ
分

與
職
能
を
盡
し
て
ゐ
る
か
云

.

ふ
こ

i

.

T

ぁ
る
。

S

に
於
て
吾
人
の
間
：獵
は
更
は
始
め
に
返

つ
て
企
業

1

 

か
又
は
發
起
金
融
氣
恶
の
資
本
家
又
は
投
資
家
携
取

.

の
問
題
に
入
つ
て
来
る
。

J
5

し
て
ゴ
の
祁
収
の
行
は
れ
る
程
度
，は
舉
に
投
資
家
が
、

I

地
方
に
あ
ら
て
直
ち
に
中
央
市
に

其

資

金
を
放
下
し
又
は
之
を
间
般
し
得
る
可
能
性
を
與
ふ
る
奪
本
金
融
：綱
の
具
體
，的
發
達

の

^

 

^

 

r

よ
る
の
で
な
ぐ

t
#

 

メ
其
金
融
資
本
綱
の
素
質

.

則
ち
健

.

貧
性
如
何
に
よ
る
も
の
で
あ
る

.

則
ち
，商

I
f

市
韻
ビ

'
*資
本
，市
‘塌
，

は
其
具
體
，的
憐
成
，を
同
じ
ぐ
す
る
も
、

^
:取
，极
，ふ

0

的
物
の
本

：
' 

質
の
相
進
に
よ
り
て
社
會
的
に
異
な
る
影
響
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

 

，

'

r
i

W

今
：白

0

消
、費
者

.4

勿
論
商
人
：ざ
離
も
ま

f
e扱

：：

ふ
.商

：；

品

：

に
：：

對

す
r

る
-

觸
轉
カ

を

成

V
っ
‘

だ

‘ざ 

云
は
れ
：て
ゐ
る
。

け
れ

.

.

ざ
も
、彼
等
は
直
接
其
目
的
物
：

を
：.

目
前
に
襄
又
，自
ら
其
用
途
を
體

#

す 

る
も
の
で
あ
る
。，
然
る
に
瞪
：券
の
本
質
は
只

一

枚
の
紙
で
あ
っ
セ
、此
の
紙
に
よ
っ

^

て其
：.

物
に 

よ
っ
て
具
體
化
せ
、られ
た
る
價
値
を
知
る
こ
は
全
然
不
可
能
で
あ

‘

る。
之
を
知
る
者
は

G
C

 

此
：の
紙
に
よ
っ
て
代
表
せ
ら
れ
た
る
價
值
の
存
在

"

内
容
：を
知
覺
し
、更
に
之
を
刹
斷
し
得
る
激 

め
，み
の
よ
く
す
る
所
で

‘

あ
る
。

^

換
言
す
れ
ぱ
瞪
券
の
代
表
す
る
價
値
の
：鑑
識
は
：特
定
の
人
の 

み

5
^
、

有
す
る
特
別
專

'

門
.

的
の
：知
識
で
，一
般
公
衆
は
原
則
し
て
此
の
智
識
；を有
し
な
い
も
の 

で
、蓋
し
海
有
制
度
ね

#

ふ

I
:

結

果

に

外

な

，、ら
な
：
い

"

消
®

貨
物
‘

は

！
度

消

費

す

れ

ぱ

、を

れ

に

て

：其

貨

：物

は

稱

濟

，的
：意

囊

を

全

然

.消

失

し

た 

も
の
：で
‘，從

ウ

て

他

日

其

冀

物

の

代
®

が
騰
貴
す
る
や
否
，や
は
消
費
举
じ
取
な
て
經
：濟
的
意
義 

を
有

6

な
い
も
の
で
あ
る
。

蓋
じ
何
人
ざ
雖
も
今
日
の
米
の
安
：き
を

2
^

:

て

1

一
ヶ

,

0

^

前
.に
高
き 

米
を
食
し
ね
る
こ
と

.

^

後
悔
レ
，な
い
か
ら
で
あ
名

0

けれご揖瞪券；

ね̂

る
こ

 

の
出
来
な
い
货
物
で
あ
る
。
故
に
其
晴
券
に
拂
：ひ
，だ
る
代

.

：價の
當

：

资
今
後
の
騰
落
は
投
資

.

者
.

に
取
；み
其
瞪
芬
ゆ
存
在
す
る
限

-

重̂
大
な
る
經
濟
.助
意
義
を
有
す
る
あ
の
で
あ
る
。

此
，故
セ

银U

十
餘

(

四ニ
 

§

,

:

金
融
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 ̂

0
^

有
便
瞪
芬
の
服
賣
は
普
通
：商
品
の
販
賣
ビ

.同

-
視

す

 ̂

^
が
出
来

.，な
い
も
の

+

あ
る
.。r

然 

必
ぢ
晴
券
業
者

S\:

中
に
は
今
日
倚

A
.
s
a
l
e

 fs 

a
‘％

I
e

の
辟
則
せ
立
た
ん
み
す
る
も
；の
が
あ
る

◊ 

彼
等

の
：：

見
.解
：に
ょ
れ
：，ぱ
、彼
等
の
：任

.務
は
會
社
：に
對
し

て
：.

資
金
め
：職
，葬
を
：
.計
る
；の
み
で

ぉ

る.。
 

救
に
：M

に
' 其
目
的
を
；達
す
れ
ぱ
後
は
無
駒
係
で
あ
ん

0

と
考
，
へ

る
ン
：英
國
式
の
發
：行
寒
者
之
で 

め
-
る
0
:，投
資
家
じ
；對
し
て
：は
：彼
等
は
：瞪
券
を
渡
し
、金
：を
：受
；脱
れ
：ぜ
满
事
敕
等
の

實

任

を

終

CV 

た
も
の
ふ
考

.へ
る
。，：
け
れ
で
も
此
等
の
態
度
：は
有

#
.服
券

0

本
：嚴
上
お

、も

し

て

：
許

さ

：
れ

な

，
い 

も
の

.で
あ
る
。
此
の
點
に

•於
て
，T

h
e

 
B
r
o
k
e
r

 is not a Salesman 
.
ざ

云
ふ
英
國

の
：！-

賈
人
の

S3』

变 

を
'以
て
正
し
ざ
し

-な
：
W

れ
ぱ
な
ら
ぬ

。

‘

.

此

£
^
|

力

&

しH
:

有
：價

腹

芬

市

揚

，に

は

二

：
つ\の
.
,
大
：̂
:
^る；職
分

を

ふ

職

熊

機

關

の

存

在

を 

必

獨

ぱ

す

る

の

で

あ

則

.
i,rj

後

行

：释

者

？

し
；
て

其

：發1̂
.

す

k
:瞪

翁

が

.眞
正

.，，の
價
.値
：を
，有 

附

與

す

i

こ
ご
を

.

.職
能

-
-
^
^
:

し
、以
：T
投

資

家

；じ

駒
.し

挺

齋

を

與
.
へ

ざ

る

こ

？

に
，
努

力

す
 

る
''こ

ふ{1

ニ

證

券

跋

資

又

は

：，仲

：

4̂
'

業

者

i
し

て

^
般

衆

.：の•
た
：：：S
V

に

彼

等

：
の
：細
^
^
^
^
な

-

救 

ル
.：

有

傳

礎

券

，中

彼

等

に

威

ム
.尤

も

利

餘

あ
▲
，も
•の
を

‘撰
禪

.す

る

-の

職

分

之

で

あ

る

。

别

ち

'第
 

1

雄

微

行

.業

者

Q
i
:分
；
で

券

贼

A
.業

.者
，
の
：職

斤

で
.あ
‘る
-
".而

し

て

此

Q
i
:者
：は

姆

S

の
.

如
f

全
然
间

r

l

の
機

1

:

に
.

て
行
は
れ
る
，場
合
：

(

投
機

.

银
，行

.

虫
義

)

を
、英

國

の

：如

く

全

然

別
#

'
 

の
機
脇
に
ょ
る
場
合

®

金
銀
行
主
義

)

並
び
に
飾
米
の
如
ぐ
其
仲
，間
ギ
行
ぐ
も
の
と
が

.

あ
る
が
、
 

お
に
此
の
兩
職
分
を
分
離
說
明
し
て
其
本

®

を
明
か
に
す
る
。

•
• 
ニ
.
の
有
價
睛
券
，を
發
行
す
る
の
要
仲
、

/

」

し
て
，COUTCell 

Seneuii 

9
:

舉
げ
た
所
は

<
r

日
尙
一
般 

學
，卷
の
認
め
る
所
；で
あ
る
。

則

〜

日
く
， 

’，': 

r

{
'

H

後
行
紫
者
は
大
な
る
信
用
を
有
し

な

け

れ
：ぱ
な
'

を
ぬ
：。

而
し
て
，此
の
信
用
は
、其
廢
行 

業
者
が
必
要
に
應
じ
て

.

此
の
：目
的
を
以
て

：' 

な
‘

し
た
ふ
取
^
所
の
建
率
の
處
分
に
苦
し
む
こ

i

 

な
：ん
容
易
に
其

.

發
，行

瞭

券

の

ネ

部

分

を

.

r

手
じ
買
收
し
得
：る
，丈
の
：資
カ
を

^

?

^

す
る
や
否
や
に
：

 

A

 

0

て
判
斷
す
る
を
普
通

V

し
す
る
け

.

れ

\
y

も、此
の
發
行
信
用
は
、若
じ
律
來
其
發
行
業
激
が
瞪 

許
の
：發

-

行
に

〈

於
て
：成
功
し

®

:

る
揚
金
に
は
特
に
有
力

W

な

る

も

の

で

，あ
る
：。
，
蓋
し
過
去
の
：實 

瞪
パ
は
：大
資
本
の

-

所有も
大なる
力を

.

有
す
る
か
：ら
で
あ
を
則

-

もパ
.，

.

:

.

ふ5

 

-

當
該
麟
行
纖
者
の
；從
來
錢
行
し
：た
る
瞪
：

#

が
：何
れ
も
皆
眞
價
を
，有
す
る
瞪
券
で
あ

C
V

 

た
：：

.

y

ぱ
レ
で

*

る
：。：

勿

論

法

理

上

：か
ら
：云
，ふ
；な
ふ
ぱ

.

錢
行

-

業
；拳

は

一
:

度
其

.

P

 

P

券
を
，賣

却

し

お 

る
，時

よ

最
.

早
之
に
對
レ
て
何
：等
の

.

，貴
：任
を
：存
す
る

.

：
もの

：：

で

な

い.こ
.：

i

d

明
か
；：で

を

る

け

れ
‘：
f
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十
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金
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資
本
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健
賞
性
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.

镇
，缓

，

m
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十
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赞
性 

第
四
號 

i

六

も
，がか
る
體
券
を
：購
入
し
た
：

.ゃ
株
は
赃
懷
所
海
者

が

之
が
爲
，めに
：太

P
:

る
衝
害
を
，衆
つ 

た
場
会
に
は
彼
等
ね
此
に
對
し
て
道
德
上
の
資
征
を
痛
感

.し
け
れ

.ぱ
な
ら
ぬ
こ
ざ
は
當
然
，

 

で
‘•も

る

デ

此
點
に
®

し
世
人
は
發
行
業
者
を
資
，む
る

d

ざ

甚
だ
：3

か
ら

.チ

c
a

雖
も
、か
の
大
發 

行
業
者
が
其
發
行
す
る
瞭
券
の
眞
價
を
得
意
に
保
姆
す
る
に
注
意

.
^
向
け
る
に
到
つ
た
こ

W

 

か
彼
等
の
發
ぉ

0
用
及
び
其
金
副
上
の
勢
力
を
墙
ギ
す
る
ね
到
ぅ
し
原
因
た
る
こ

i

は
注
窗 

す
可
き
事
賞

' 
で
ぁ
る
。
 

■ 

,

i

 

^

^場
.

に
發
行
瞪
券
を
消

.
‘化
：む
得
る
丈
の
遊
金
の
存
在
す
ふ
こ

y
j

で
，而
し
て
こ
れ
が
果



し
て
 

存 

在
：す
る
や
不

M

や
ぱ
只
彼

'
等
の
，智
的
權
定
に
委
一
す

.
る
の
外
な
い
の
ま

.

.ぁ
る
。

今
第

I

 

‘の
大
資
本
お
必
要
ま
す
る
點
を
度
外
視
し
て
、考
察
せ
ん
：か
、發
行
業
務
を
行
ふ
も
の 

は
ニ
 

.ゥ
の
資
格
を
必
要

’/J

す
る
。
則
ち
第

j

發
行
し
た
る
株
式
又
は
社
憤
が
吸
し
て
眞
徊
を 

有
す
る
や
否
や
を
判
斷
し
得
：る
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
、らな
い

>
:
则
i

工
業
妓
術
、經
營
及
び
經 

濟
的
智
識
及
'
制
斷
を
必
要

W
.

す
る
。

敏
ニ
、其

.體
券

.
を
發
行
す
る
に

.際
：し
、金

融

場

の

ほ

況 

を
擦
し
、

i

定
の
發
行

A

格
を
以
て
.し
て
架
し
て
資
却
し
得
る
や
否
や
を
觀
察
し
な
け
ト
ギ
な 

.も
ぐ
則
ち
银

' 1

和
金
融
，上

Q
#

識
を
必
要
？
す
る
。

而
し
て
此
の
，第

' 1 

一の

職

分

は

發

紫

.货

に：採て
は
第
二
に
比
し

.
て
其
觀
察
及
び
：判
斷
道
か
じ

®

難
な
も
の
で
め
：つ

.

て
、K

國
民
；觸
濟 

上
よ
り
レ
て
特
に

®

大
な
る
關
係
を
有
す
，る
も
，の
で
あ
る

’
。

蓋
し
新
設
企
業
が

M
レ

て
技
術 

上
可
能
な

b

や
否
や
、新
發
明
又
は
新
：雑
械
が
果
し
：て
完
全
に
其
技
術
上
の
作
用
又
は
述
轉
を

な
す
や
否
や
、之
に
要
す
る
設
脚
資
本
、運
轉
資
本
、剑
業

.

費
、經
營
，費
如
何
、
社
會
に
は
架
し
て
此

'
. 

, 

-

:

.

. 

.•

等
の

®

用
を
償
ひ
得
る
丈
の
新
企
業
の
生
產
物
又
は
動
勞
に
對
し
て

*

要
.
あ
り
や
如
何
新

設
會
社
は
架
し
て
他
の
：企
業

5
0

緩
し
て
其
經
營
を
維
持
す
る
に
足
る
、丈
®
需
要
を
自
己
の

下
に
集
め
得
る
や
否
や
。
若
し
此
等
の
判
劇
に
し
て
誤
ま
ら
ん
か
此
等
め
社
會
的
資
本
の
‘大

邵
分
は
無
盤
に
永
久
に
社
會
よ
ク
消
耗
せ
、られ
る
の
み
な

‘

、らす
、自
己
の
苦
心
の

0
眷
を
以
て

か
か
る
瞪
券
を
購
入
し
た
も
の
は
多
年
の
勞
苦
の
結
供
を
水
泡

"i

に
®

/

せ
し
む
る
'®ネ
な
る
社

會
間

®

を
も
盤
起
す
も
の
で
あ
る

®

而
も
此
等
の
こ

ご
レ
を
正
確
に
判
斷
す
る
は
至
難
中
の
難

事
で
あ
つ
て
、結

*

特
定
の
專
門
家
を
必
要
み
す
る
所
以
で
，從
つ
て
卿
立
せ
る
發
起
業
#
がニ

.. 

. 

.

.

.

般
企
業
經
營
激

よ

り

獨
，立
す
る
所
以
で
あ
る
。

S

に
於
て
か
絕
大
な
る
發
行
信
用
を
有
す
る

微
行
業
お
に
あ
り
て
は
此
の
爲
め
に
別
に

！

課
を
設
け
て

W

1

:

に
此
⑦
方
面
の
調
査
を
な
す

«

の
常
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
內
最
も
早
く

よ

り
..

世
照
に

 

'
知
ら
れ
、大
规
摸
の
設
備
を
ポ
す
.る
は

，觉
二
十
を

S

ニ.
七J
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得四號
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Credii: 

LyosaJ.S 

の 

Service 

dew 

6tudes 

HnancBres 

.で
あ
る
。

、

此
の
調
査
部
を
設
け
た
最
，初

.の
：根
本
思
想
は
、「

人
若
し
.國
家
に
金
を
貸
與
せ
ん
ざ
せ
ぱ

K ,國 

及
び

K

人

K

を
識
ら
な
け
れ
ぱ

•な
ら
ぬ
。
從
つ
て
此
：目
的
の
©
め
に
は
當
然
其
外
國
の
自
然 

的
條

#
.人

段

、
經

濟

力

、
其
：
國
の
一

W
,政
、政
治
：的

m

係
、座
業
及
’び
寒
碑
の
狀
贈
等
を
親
し
ぐ
熟
知
す 

る
を
必
要

ゴ

す
る

」

-

云̂
ふ
に
あ
つ
な
。

S

に
外

M
.

 

S
云

0
た
' 
の
.は‘赴
れ

0
.
W
制
度
の
危
臉
及

び
其
防
ル
策
は
歷
史
上
先
づ
對
外
闕
、との
間
に
發
生
す
る
を
示
す
上
に
於
て
注
意
す

K
き
事

賞
で
あ
る
：。
 

.

.
‘

Credit 

L
y
o
l
s

の
經
濟
調
命
部
は
具
に
喚
範
的
發

.雄
を
遂
げ
て
ゐ
る
の
で
、銀
行
に
於
け
る 

獨
立
の
一
部
、

/

」

し
て
，
m

ゆ
會
直
轄
の

.ド
に

S

か
れ
て
ゐ
る
。
此
調

.水：

f.

部

は

<

.課

.に
分
た
れ
て 

ゐ
る
。
德
一
課
は
佛
國
及
び
外
閥
の
織

.業
、大
エ
紫
、

®
斯
、廣
氣
及
び
其
他
の
变
通
事
黑
會
社

f

鐵 

道
及
び
船
船
を
除
ぐ

)

に
®

す
る
，凡
て
の

®

錄
，報
告
を
踏
集
し
、且
つ
出
来
得
る
限
，り
言
.®
し
得 

可
き
材
农
に
ょ
つ
て
其
事
業
會

®

の
設
立

"發
達
及
び
現
狀
を
詳
か
に
せ
ん
す
る
に
あ
る
。

1
1

課
は
國
內
及
び
外
國
の
：鐵
填
及
び
船
舶
を
前
述
の
自
的
に

.て

調

査

，し
、结
ニ

一

課

は

銀

行

，
制 

度
•第
四
課
は
各
國

&

國
.家
及

Iび
地
方

.自
治

.體
の
財
，政
：狀
態
を
研
究
す
る
。
其
他
の

®

は
そ

> 

ど
.れ
，一

般
.統
計
、有
價
瞭

.券

，
に
：：圓
：：す

る

，
得

意

の

質

間

に

.對

す
‘る

答
"海
' 

W银
.斤f.

の

各

課
.に

配

.布

す

を

金

融
‘報

吿

の

、
化
，：成

、
世

界

务

國

の
.新

間

雜

誌

の

切

拔

，
® 

S
の
管

S
,等
を
後

®

し
て
ゐ
る
。

此
の

調

-査
部
に
屬
す
る
部
員

.め
數
は
約

.五
'十
名
で

•中
に
ぱ
礙
秀

.

.な
る
經

i

濟
統
計
？

4

び
法

#
,

の
學
の
外
に
絕
え
す
各
刷
を
巡
、膝
觸
察
す
る
多
敷
の

1

流
技
賺
が
る
。
此
の
外
に
各
阔 

の
新

W

雜
誌
の

m

耍
論
說
又
は
記
事
を
繊
譯
す
る
多
數
の

r
級
役
員
が
め
る
か
ら
し
て
、銀
行 

は
常
に
各
闕
の
を
大
事
業
會

S

の
狀
態
に
通
じ
て
ゐ
る
，の
で
あ
る
。
而
，し
，て
此
部
の

一

ヶ
年 

の
經
費
.は
約
六
十
與
法
乃
至
，八
十
萬
法
と
稱
せ
ら

'れ
て
ゐ
：る

‘ょ
り
兄
れ
ぱ

"如
‘何
に
其
規
模
の 

大
な
る
や
を
根
力
す
る

 

一y 
€
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
か
か
る
調
査
部
を
有
す
る
の
は
單
に

Credit 

Lyoiinafs

丈
で
は
な
い
、®
國
及
び
獨
逸 

の
大
銀
行
は
傳
件
の
制
度
を
有

‘す
る
。
只
英
國
の
大
，

'銀
行
丈
は
今
何
此
ど
翁
し
な
い
の
は
、偶 

々
近
時
識
者
の
批
難
す
る
：所
で

.あ
る
。
頂
金
銀
行
に
し
て
旣
に
然
か

& 

§

業
務
を
與

H

 VJ 

す
る
所
謂
高
等
金
融
業
者

(
H
a
u
t
e

 

finance

又
は

H
a
u
t
e

 

B
a
n
q
u
e
)

及
び
瞪
族
®
行
が
か
か
る
調
査 

機
圓
を
ぜ
す
る
の
は
當
然
で
あ
つ
て
、時
に

a 
M
.
の
ロ
ス
シ
ル
ド
家
.の
如
き
は
完
全
な
る
設
脆 

を
★

す
る
拔
術
部
が
あ
ら
て
、之：が
各
稱
の
事
業
を
調
森
及
び
踏
督
し
て
ゐ
る
。
例
へ
ぱ
侮
年 

揮
發
油
坑
，檢
金

P
爲
め
數

.名
の
技
師
を
ダ
ク
に
派
遺
ず
る
が
如
：さ
之
で
：あ
る

"

又
同
家
に

T 

は
：厳

.近
迄

*

£
.

込
を
愛
け
た
る
事
業
計
晝
：調
，査

0 

L 
r 

t

f1

十

卷

(

四
ニ
九〕

金
‘融
資
本
細
の
健
货
性
.：

 

m

i

,1

九
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金
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镇
四
號
ニ

'
0

倾
遺
し
て
ゐ
た
。
け
；れ

.
V

も

近

‘年

で

は

，此

の

調
i
® 

.
は

多

；ぐ.同

家5,；

特
：
別

のM

係
：じ

あ

る

B
S
-

 

.
1 

a
e 

P
a
d
s

に
讓

6
.
£
ざ
共
同
し
て
發
起
業
許
に
常
つ
て
ゐ
：る
。

而
し
て
此
の
織
芬
銀
〒
ス 

は
極
め
て
完
備
せ
る
金
融
調
査
部
が
あ
つ
て
、之
に
多
數
の

一

流
技
師
が
附
屬
し
て
ゐ
る
。

本
来
新

&

し
き
事
業
を
起
し
て

®

々
夾
敗
に
終
る
の
は
經
營

‘の
拙
劣
よ
り
も
、寧
ろ
事
業
调 

水よの

h

 V

兀
全
な
る
爲
め
に
掛
業
ご
し
て
成
立

.し
得
な
い
も

'の
を
着
手
し
た
に
歸

g
i

す
る
揚
合 

が
多
い
。
此
の
爲
め
に
發
行
及
び
後
起

.業
激
が
其

S

營
內
に
獨
立
せ
る
一
課
を
設
け
多
數
の 

巢n

家
を
置
き
て
調
査
せ
し
む
る

こ
.
,
,

前
述
せ

る

所
の
如
し
。
此
故
に
發
達
せ
る
經
濟
社
會 

に
於
て
此
鄙
の
要
求
愈
々
大
ざ
な
る
榻
合
に
は
事
業
調
査
は
從
來
の
發
勉
及
び
發
行
業
称
よ 

、りJ
5
^

に
獨
立
し
て

一

つ
の
營
業
ビ
し
て
成
立
し
得
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
か
の
米 

國
に
於
け
る

promoting 

Engineer 

.則
ち
是
で
あ
る
。
發
起
.技
師
ビ
は
普
通
土
木
建
築
及
赚
械 

H

業
の
述
設
を
營
.業

i
す
る
店
信
又
は
會
社
で
，

,1

定
の
資
本
金
を
有
し
、其
大
な
る
も
の
は
说 

ぽ
蔣
卵
に
及
ぶ
も

0

が
あ
る
。

此
の
自
己
資
本
に
更
に
銀
行
.よ
ゎ

 

'の
借
入
金
を
加
へ
て
營
赞

資
金
ビ
な
す
も
の
で
あ
る

0 \

其

の

經

營

內

に

は

技

：

師
，會

针

：士
、經

濟

學

者

、辯

譲

士

等

よ
i

な

る 

永
久
的
設
備
を
傭
へ
て
ゐ
る
。

發
起
技
師
の
得
意
ぱ
普
通
银
行
業
き
及
び
資
本
家
で
，此
等
の
洛
が

)

定
の

®

業
發
®
計
进 

を
手
に
す
る
時
は
之
が
染
し
て
技
術
上
可
能

な

る
.や
否
や
、ヌ

之

が

業

W

し
て

成
立
す
る
や

否
や
の
駒
奄
及
び
鑑
究

.を
發
起
技
師
に
依

©

す
る
を

‘普
通
ざ
す
る
。

0
し
此
の
調
査
の
結
.嚴

.殺
，ま
を
是
と
す
る
意

.見
：で：あ
る
時
は
發
起
技
師
は
大
抵

0

か
ら
其
雄
設
の
設
計
及
び

X 
0
監

督
を
引
き
受
け
る
こ
ざ

.に
な
る
。
此
場
合
に
は
普
通
其
の
設
計
及
び
赚
&
手
數
料
の
中
に
は

發
起
調
査
鑑
宛
料

.が
合
ま
れ
て
ゐ
る
。
け
れ
ご
も
後
起
愈
社
は
多
大
の
货
本
を
投
じ
て
營
業

を
'し
て
ゐ
る
も
め
で
あ
る
か

’
、ら取
に

'自
づ
か
ら
座
し
て
他
人
ょ

&
,發
起
計
晝
の
調
ポ
チ
の
依

®

を
待
つ
ぱ
か
り
で
は
な
ぐ
、倚
時
に
は

a

づ
か
ら
發
起
の
計

.盡
を
な
す
こ

V
J

が
あ
る
。
蓋
し
彼

等
は
職
務
上
多
數
の
發
起
計
晝
を
手
に
す
る

.
こ
タ
を
得
る
も
の
で
あ

’
'つ
て
、此
中
見
込
あ
る
も

の
は
自
づ
か
ら
準
：傭
的
の

m

査
を
な
し
、旦
つ
必
要
な
る
手
續
.を
了
し
之
を
自
己
ざ
關
係
あ
る

銀
む
業
黎
又
は
資
本
家
に
提
供
す
る
も
の
で
あ

‘る

銀

行

業

者

又

は

.資
本
ま
は
信
用
あ
々
丑

ウ
權
威
あ
る
發
起
會
社
，の
剑
立
計

0
に

0
し
て
は
敬
意
を
以

I

し
之
に
‘注
意
を
挪
ふ
も
の
で
あ

る
。
，勿
論
發
起
會
社
は
本
来
，發
起
其
物
を
營
業
ふ

」

す
る
も
の
で
な
い
。
彼
等
が
こ
れ
に
手
を

出
：す
の

' は
多
大
の
資
本
を
投
じ
て
ゐ
る
自
己
經
營
.の
設

.，俯
：及
び
人
鼻

.を
"厲
：斷
な
く
利

.用
し
、以
：

.

瘦

1

十

卷

(

四
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)

金
融
資
本
網
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健
货
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m

盡
資
本
細
i

實
性 

：

ニ
デ 

て
常
に
：S
其
な
る
收

®

を
，舉
げ
ん

.が
爲
> で
あ
る
。

.件
の
爲
，め

.に
搏
は
成
功
，の
成
算
な
き
，計

#
 

を
發

S
!

し
て
只
自
已
の
利
織
を
の
み

.計
る
や
も
知
れ
な
い

.

£

kふ

疑

：
俱

；
に

對

し

て

は

發

ぉ

會
 

社
は
自
か
ら
共
計
書
：せ
る
#
業
の
發
起
シ
ン
デ
ヶ

I

ト
.の
.f

員
：ご：な

'つ
て
之
が
爲
め
に
廣

 ̂

を
提
供
し
、以
て
其
ゆ
計
肅
の
杜
撰
な
、ら

ざ

る
事
を
韓
明
せ
ん
マ

」

す
る
も
の
で
あ
る

,

け
，：> 

ど 

も
發
起
會
社
が
，此
の
剑

*

針

0
を
進
め
る
に
就
ぃ
て
資
本
を
.提
供
す
る
の
は
自
己
の
資
本

A3 

臉
に
於
て

M
計

0
の
成
功
の
見
込
め
る
こ
ご
を
銀
行

0
者
.又
は
資
本
家
に
保
®
せ

ん
ざ
す

.
る
 

に
あ
る

が

ら
し
て
何
時
迄
も

其

シ

ン
デ
ヶ

I

卜
の
メ
ン

X

 
I

し
て

©

球
ら
ん
こ

’、

」

を
‘欲
す 

る
も
の
で
は
な
い
。
故
に
機
會
さ
へ
あ
ら
ぱ
之
を
他
の

メ

ン
パ
I

又
は
シ
ン
デ
ヶ

I

ト
マ

4 

シ
ャ

I

の
許
可
あ
ら
ぱ
他
の
ボ
に
譲
渡
さ
ん
ご
す
る
も
，の
で
あ
る
。
更
に
此
の
錢
ぜ
愈
社
は 

電
氣
、舰
遊
、冗
断
等
の

‘事
染
の
建
設
終
り
た
る
時
，も
尙
最
初
の
內
は
，：

H
I

づ
か
ら
其
の
事
業
の
述 

ai：

を
撒

f
tし
、何
處
迄
も
其
の
事
業
の
成
功
に
對
し
貴
任
を
採
、ら
ん

ざ

す
る
も
の
で
あ
る
。
ぉ 

等
の
發
起
會
照
が
他
の
調
査
機
刷
に
化
し
て
利
猛
す
る
時
は
，ニ

 
)

調
査
：の
完

4
:
0

 
ニ
經
濟
的
律
設 

及
び

(

三
面
到
な
る
經
營
等
で
や
つ
て

(
i
n

特
に
發
起
會

軸

'が
自

、ら
發
起

許
織
の

愈

險
を
分
像
す 

る
f
t合

に

銀

行

讓

者

及

び

資

本

家

は

喜

ん

で

其

調

森

：

剑
斷
，に
：依

®
:し
、彼
-等

0
嘉

誉

す

る

W

肅
に
資
本
を
投
す
る
も
の

1

あ

る
。
斯
の
如

.く
銀

行
業
者

W

發
，起
技

® >/j
の
提

，携
ぱ

近
時 

漸
ぐ

！

般
に
行
は
る

S
に
到
つ
た
の
は
之
れ
事
，'業發
起
に
先
ち
完
全
な
る
調
査
の
重
要
な
る 

事
の

！

般
に
認
め
ら
れ
る
に
到
り
し
結
架
で
、又
此
の
目
的
の

®

め
に
は
銀
一
行
業
者
が
粤

i
：

家 

み
し
て
技

®

を
雁
用
す
ろ
ょ

b

も
，か
ぐ
獨

i

乂
の
專
門
機
閲
を
利
用
す
る
を
以
て
般
も
利
猛
な 

タ
ピ
す
る
に
到

&

し
結
果
で
め
る
。

衆

W

に
は
此

®

の
發
起
：調
★
會
社
は
多
々
あ
る
が
內 

に
、ボ
ス
ト
ン
の

stone 

&

 w
ebstrT 

corp'.>ration

の
如
き
は

M 

®
.も
-

K

规
检
の
も
の
の
一
づ
で
、此 

の
會

t
tは
其
內
に
一
つ
の
銀
行
部
を

W

設
し
、此
を
通
じ
て
其
發
ぎ
せ
る
會
赃
の
有

’®
觸
ゆ

-
V

 

販
廣
し
て
ゐ
る
。
此
點
に
於
て
此
制
度
は
發
起

' 會
社
が
調
杳

ざ

販
費
を

♦

む
.黯
に
於
て
獨
佛 

の
制
度

5
0

同

1

で
あ
る
け
れ
ご

も
、後
者
は
瞪
券
金
融
を
主
ご
し

T

:

は
，；傲
、起
調
奄
を
附
.屬
業
務 

せ
す
る
に
反
し
、前
激
は

®
起

調

资

し

て

0 

#
企

0
を
附
脚
紫
.格

 

>し：な
す
上
に
於
て
兩 

者
は

S
T

な
る
も
の
で
あ
る

"

斯
の
如
ぐ
今

=
1

般
に
銀
れ
紫
称
を
厳

®s
:
w

が
合
同
す
る
こ 

は
兒
全
な
る
疲
起
調
森
の
一
般
に

e
i

要
視
せ
ら
れ
る
に
到
り

し

結
；果
に
外
な
ら
な
い

。

R 

何
れ
を

主
と

し
て

何
れ

を

從

す

ろ

を

な

6
ゾ
し
す
る
や
に
就
い
：て
は
發
：起、技

.
0
が
專
任

技 

術
者

W

し
て
銀
行
業
者
に
雁
は
れ
る
ょ
り
も

•寧
ろ
銀
行
部
が
發
勉
會
社
に
併
®,せ
ら
れ
る
を

か

二

十

卷(

i
l
H

)

金
融
資
本
綱
の
他
货
性
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■

ぎ

一
十
⑧

(

四
ニ
S)

金
融
資
本
.綱
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健
資
性 

' 

银

四

ね

ゅ

ニ
*''*T

以
て
適
‘當
な
り
ご
一
般
に
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

以

上

は！

般

に

發

.起

又

ぱ

倏

起

金

融

業

者

が

新

設

'
會

社

の

瞪

V

券
を
服
；賣
す
る
目

的
を
以
：

て
 

新
た
に
ポ
業
を
錢
起
し
、又

：：

は
中

込
を
受
け
た
る
後

®

計
晝
を
調
査
し
，會
賊
を
設
立
す
る
場 

を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
，此
外
に
發
起
業
者
は
尙
辟
設
會
社
の
新
株
，及
び
祉

W

の
 

發
行
を
货
す
こ
、じ
論
を
俟
た
な
い
所
で
あ
る
。

f
f
iして

.旣
設
會
#.の
新
株
特
に
社
債
は
旣
に 

事
業

i

L
て
成
立
の
可
能
を
事
賞
に
：瞭
明
し
た
も
の

i

蛛
に
推
測
せ

.iv:

れ

る
か
ら
し
て
、ぉ 

.鄙
の
有
個
瞪
芬
の
發
行
を
引
き
变
ぐ
る
裁
は
新
設
會
社
の
株
式
を
引
突
ぐ
る
ょ

6

も；̂
:D

險
少 

な
い
こ
ご
は
常
然
で

め

る
。
之
れ
則

i

英
國
式
の
銀
行
が
新
設

♦

業
に
全
然
®
係
し
な
い
故 

で
め
る
け
れ

'マ

」

も
新
設
企
業
の
株
式
の
引
受
け
が
常
に
公
债
其
他
の
貸
付
の
.形
式
を

採
る 

金
融
ょ
り
も

L

層
投
機
的
で
あ
る
云

ふ
：こ

V
J
W

出
來
な
い
。
例
へ
ぱ

L
r
c
f
m
a
g

氏
の
所
謂 

瞪
券

位
ホ
の
織
ん
に
行
は
れ
る
今
日
で
は
，
一：
ウ
の
企
業
：の
株

式

を直
：.

接
公
衆
に
版

資
し

て 

其
資
金
，を
藥

め

る
こ
マJ

が

法

雄

丄

父

は

事

賞

上

の

理

で

不

可

能

：で
：あ

る

時

は

此

の

目

の

爲
め
に
特
に
新
た
な
る
引
受
會

.社
，を
設

A
.
L
,て、以
て
新
企
業
の
，株
式

.を
所
有
し
、而
し
て
前
者 

か
此
の
引

V受
.け
た

.る
株
式
を
道

‘保
：50

し
て

®

行
.，よ

レ

金

融

を

仰.

4:^
場

合
•に
.；

i
T

腐

r

の

合

こ
..

於
け
る
銀

.行
の
地
位
は
談
新
企
業
の
株
式

‘を
引
受
け
た
，ろ
場
合

W

多
ぐ
異
な
る
所
は
な
い

"

而
し
.

て
又
，實
際
に
：於

て

は

英

M

の
预
金
銀
行
で
す
ら
何
成

立

.，
途

中

の

新

會

，社
の
株
：式
を
擔
：促 

i

:

し
て
資
金
の
，融
通
を
計
る
こ
；

/」

，を
僻
せ
な
い
。
此
事
は
同
國
銀
行
が
發
起
事
業
に

W

與
せ 

ざ
る
こ

’/
J

に
よ
つ
て
生
す
る
發
起
金
融
制
谈
の
缺
陷
を
緩
和
す
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ご
も
、而
 

も

1

方
に
於
て
は
之
よ
り

.

生
や
る
危
險
は
、假
令
株
式
引
受
の
如
く
な
ら
す

5
0

雖

も

、
猶

旣

設

'
會
 

社
の
晴
芬
を
爐
保

V
J

す
る
如
く
確
賞
な
る
も
の
で
は
な
：い
の
で
あ
る
。

新
設
會
社
の
株
式
引
变
が
専
門
的
調
査
，を
基
礎

V」

す
る
限

-
^
’
！
.般
に
之
が
危
惧
せ
、られ
る 

如
く
危
險
な
る
も
の
で
な
い

W

同
じ
く
，事
業
傭
張
を
目
的

V
J

す
る
新

#

の
厳
行
及
び
社
.博
の 

受
け
は
又

一

般
の
信
す
る
如
く
常
に
確

®
:

な
る
も
の
で
な
い
。

從
，來
の
規
模
に
‘て
充
分
の 

收
益
を
擧
げ
て
ゐ
た
會
社
が
、業
務
を
過
度
に

0
張
.し
た
爲
め
に
，此
の

®m

サ
る
組
織
を
充
分

. 

に
維
持
す
る
に
足
る
新
，

#

要
を
喚
起
す
る
能
は
や
、爲
め
に
全
資
：ネ
に
對
す
る
收
織
率
を
低
下

. 

し
又
は
全
企
業
が
破
線
す
る
は
凰
々
見
る
所
，

.の
瑰
象
で
あ
る
。
事
業
資
本
を
得
る
方
法

V
I

し 

て
は
，新
株
を
以
て
す
可
き
か
、成
は

.
社
倩
の
發
行
に
：よ
る
可

き

や 

一i:

に；云
ふ
こ
€
は
出
来
な 

い
。，

只
會
社
よ
り
見
れ
ぱ
好
景
無
の
時
に
は
，社
債

g
v
:

敬
行

.
に
よ
つ

.
て
、其
：の
.收
猛
率
を
高
む
る

第11

十

卷

(

四
！

！一
五

)

金
融
資
本
網
の
健
賞
性
 

银S

政
：

ニ
五



5

十

翁

(

四
ニ
！六)

金
融
資
本
綱
の
.健

實

性

-
 

，
‘

第gj

き

ニ

、
，

を
利

V
J

す
可
ぐ
、不
景
氣
の
時
に
は
株
式
の
方
法

'
:を
/
以

て

す

る

を

可

ど
：：

す

ベ

し0

投
資
家
の

*

場
ょ
り
す
れ
ぱ
之

5
..

反
ま
で
あ
つ
て
、其
結
跟
確
實
性
ょ

&

云
べ
ぱ
社
®
を
以
て
最
も
安
全
ざ

す
る
。

け
れ
ご
も
♦て
れ

V
J

て
又
絕
對
的
の
も
の
で

な

い
。，
蓋
し
社
慎
は
事
業

®

張
の
；
爲
め

な
る

i
*又

其
他
の
整
理
の
.爲
め
な
る
ざ
を
間
は

ず
、
多
ぐ
の
.場
会
會
敏

，が

族
じ
銀
行

i

り
借
ム

メ 

ム
る

！}；；<

⑩
の
信

.片
を
整
理
.せ
ん

..

.
力，爲

.め

..' に，起
す

.を
'' 普
通

.y

レ
.す
.る
：
o

此
孜
.に

い

；

X

:
 

M

に
ょ
つ
て
得
た
る
資
金
は
何
等
營
業
上
の
利
縫
を
舉
げ
な
か
つ
た
信
用
の
整
理

に
无
赏
か
，ら 

れ
る
こ

V」

か
あ
，る
か

.、-Tr

で
あ
る

0 

..

依
此
觀
是
旣
設
愈
紙
の
發
行
す
る

®

券
な

>
9ざ
て
"投
資
家
に
取
り
て
は
絕
對
的
に
安
全
な 

る
も
の
で
は
な
い

0

此
故
に
發
行
業
紫
が
此
等
の
晴
芬
の
，確

t

な
b

や
否
や
を
調
森
す
る
の 

必
耍
な
る

,J

ど
は

.新
設
會
社
の
場
合

i

§

る
も

.の
で

‘
.は
な
い
。
此
故
に
發
行
業
者
ヴ
發

4
 

引
受
け
を
ホ
込
み
た
る
會
社
の
事
業
の
性
®
及
び
其
條

.仲
に

就
い

て

j

應
適
當

ざ

11

一

III

じ
た

Kル
 

に
は
技
旧
及
び
會
計

t
i

を
中
込
み
を
な
し
た
る
事
業
會

&

に
派
.遣
し
て
賞
地
に
就
い
て
綿
密 

な
る
調
査
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
此
點
に
就
い
て
余
は
米
國

，じ

我
國
に
就
い
て
面
&

き
對
照 

を
示
す
伙
を
暴
け
た
い
。

最
近
我
國
の
荷
力
な
る
發
行
，

.引

：
，
受

會

，
社

：
が

某

嫌

^̂
^
 

0社

廣

の

H
K

受
け
を
な
し
た
こ

i

が
あ
る
。

此
、
<際
自
分

‘は
此
の
引

.
'受
會
社
の
杳
に
對
し
て
、其
，#

脑
が
换 

し

て
照
の
变
通
事
紫
會
社
の
資
廣
及
び
營
業
狀
態
を
調
査
し
た

が

ゴ

云
ふ
こ
ご
を
質
問
し
な
。
 

其
.時
に

.彼
は
答
へ
て
日
く

「

否
大
凡

.會
社
の
實
情
は
：

‘吾
，々
實

'業
家

.に
は
判
る
も
の
だ
。
會
社
の 

重
役
な

\

レ

は
银

H
多
ぐ
の
實
際
家

ざ

相
接
し
談
合
し
て

.ゐ
る
か
ら

V 

0

の
會
社
に
何
か
缺

0 

あ
れ
ば
す
ぐ
人
の
談
に
上
る
も
の
で
あ
る
。

：

特
に

•今
問
題
の

r 
ノ
會
社
の
如

♦き
は
大
丈
夫
だ

」 

之
に
對
し
て

.次
の
米
國
の
話
は

Chaimberlaifi

段
-が
/
:

E

ら

M

箸
#
、
に

云

ふ

：
所.'で
あ
る
。
巧 

ぅ
瞪
芬
引
受
に

S

1
,ぺ
ン
シ
ル
グ

H 

n

ァ
の
或
る
鐵
道

.會

社

を

自

、ら

調

査
' し
た 

典
時
談

.偶
々
同
會
，社
の
織
道
の

j 

0
宛
：の
避
設

‘：費

に

及

，
ん

だW

に
氏
は
笑
談 

に
同
會
社
線
の
起
細
か
/ら
數
呢
先
き
の
厳
市
に
到
る
間
に
幾
例
の

枕

：

木
の
數
が
あ
る
か
を
訊 

ね
た

"

此
時
其
會
社
の

a

役
が
答
へ
て

m
z、「

私
は
知
ら
な
い
が
、そ
れ
な
ら
'貴
下
の
會
社
の
某 

給
へ
。
成
は
此
の
全
線
路
を

一

尺
も
殘
さ
す
寫
奥
に
收

.
'め
て
ゐ
る
か
ら
、そ
れ
に 

れ
ぱ
贵
卞
に
御
答
へ
す
る
こ
マ

J

が
出

'來
る
、ィ
ャ
恐
ら
ぐ
も
ぅ
旣
に
數
へ
て
ゐ
る 

だ
ら
ぅ

」

ど
。
此
の

2
1

米
：兩
國
の
話
を
比
較
す
る
者
は
兩
國
に
於
け
る
引
受
業
ポ
間
の
態
'度
に 

雲
泥
の
相
違
を
後
見
す
る
の
で
あ
る
。

j

體
此
事
は
単

k

晴
券
引
受
，業
に
細
ら
な
い
。

一 

'般

饿
二
十
翁

(

四
三
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辕
四
號 

一.1

七

’/Jは
#

て
や
は 

J 

i
か
あ
る

技
師
に
尋
ね 

就
い
て
數
へ

i
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第

3
1

麟

ニ

、

に
蕩
式
の
事
業
經
營
法

V
J

新
武
特
に
科
學
的
經
營
法
ピ
の
間
に
於
け
る
.掷
遂
を
な
す
も
の
で 

あ
る
。
奮
武
の
企
業
經
營
に
於
て
は
ル
て
の
も

§

が
前
以
て
像
め
研
究
せ
、：
^
て

，

a

 

.、
ル

V

從
つ 

，て
標
準
化
さ
れ
て
ゐ
な

->

。
故
に
指

0
激
は
其
の
途
中
の
，
一
定

.
の
時
，に
於
て

t
t事
が
如
何
な 

る
狀
態

.に
あ
る
か
を
掌
中
の
物
を
指
す
が
如
ぐ
即
答
す
る
こ

i

が：
W
:來
な
い
の
み
な
、ら
や
、豫 

期
：以
外
の
成
る
事
が
起
れ
ぱ
、其
時
に
な
つ
て
之
に
對
す
る
應
急
策
を
：考
へ
る
の
常
で
あ
る
。
 

r
湖

一
 e 

of T
h
u
m
b

は
此
の
城
を
出
で

な

い
の
で
ゐ
る
。
則
ち
從
来
の
摩
驗
で
や
つ
て
ゐ
る 

も

の
は
凡
て
を

「

大
凡

」

で
出
来
る
所
ま
で
や
ウ
て
行

i

若
し
途
中
で
豫

：：

期
，以
外
の
こ
と
が
爽

發

す

れ

ぱ

そ

の

時

は

又

そ

の

時

で

何

ご

か

す

る

の

で

あ

る

。

か

か

る

非

科

學

的

の

經

營

法

は

. 

*

^
3

己
が

e
M
W己
の
不
明
ま
ね
來
る
全
貴
任
を
資
ふ

'場
合

.に
は
或
は
寬
容
.せ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な 

い

け

れ

ダ、レ

も
發
行
：業
：寧
の
如
ぐ
、M

、ら
はnC 

®
.勘
，間

.の

.危
險
を
，負
擔
す
る
に

/

is

つ
ま
而
し
て 

此

0 

己
の
.不
設
索

i
 -CV

生
す
る
危
臉
が
事
實
に
表
は
れ
举
る
時
分
に
は

.自
已
以
外
の
也
，人 

が
其
の
責
任
を
負
擔
し
な
，け
れ
ぱ
な
、ら
ぬ
や
ぅ
な
場
合
に
は
彼
等
は
：其
自
ら
の
不
险
紫
に

，0 

す
る
道
德
的
責
任
を
斷
じ
て
免
が
れ
る
こ
み
は
出
来
な
い
の
で
あ
る

0

か
か
る
發
行
業
者
を 

得

用

シ

て

其

，瞪

券

を

購

ふ

；
投

資

’一
家
こ
そ
、
甚

だ

以

：
て

躁

惑

：
千
：
萬

ざ
！！̂
;

は
；
な̂

^

^

な̂
.
£
ぬ
®

而
：：

し

て

彼

等

の

「

大
凡

」

は
決
し

て

信

..賴

し

得

可

き
も
の

ャ

は

：.な
，'い
。
.大

阪

に

：於

け
.る
石
弁
，

牛
、
ポ 

京
に
於
け
る
高

S

商
會
の
如
き
吾
人
の
尙
再
新
ら

し

き

所
で

あ

る。
最
近
此
ネ
面
の
或
る

^
 

究
家

が

吾
國

‘0
發
行
紫

は

一

度 

'ポン

ド

の

パ

’ジク
が
来
な

け
.れ
ぱ
其
の
立
て
直
し
は

出
來
な 

い
，
/

」

云
つ
た
の
は
、其
反
面
に
於
て
發
行
業
が
如
何
に
幼
稚
に

し

て
危
險
で

あ
.
る
か

を

意
.味
す 

る
も

.の
で
あ
る
。

發

行
業
者
か
或
る
事
業
會

f

f

l

を
調
査
し
碌
實

i

認
て
其
發
行
を
引
き
受
け
之
を
賣
却
し 

た
時
は
、發
行
業
者
の
投
資
家
じ
對
す
る
貴
旺
は
之
で
終
る
か
云
ふ
間
題
が
起

0

て
来
る
。

1

&

現
化
.の

®
濟
社
愈
に
於
て
、圓
陋
な
る

.法
律
.上
の

，
見

，解
に

®
:は
れ
.て

A

 

Sale 

is 

a 

s
‘iie

ギ
云 

ふ
法

撒

上
最
も
極
端
な
る

®

人
主
義
を
，主
張
す
る
が
如
き
は
誤
ま
れ
る
の
甚
だ
し
き
も
の
で 

あ
る
。
今
日
の
經
濟
は
決
じ
て

£
〈

他
人
を
檢
取
す
る
こ
ビ
に
ょ
つ
て
成
敦
し
得
る
も
の
で
は 

な
い
。
廣
賀
兩
ポ
互
に
經
濟
的
に
兩
立
す
る
こ
ざ
に

.
4

つ
.
T
の
み
共
：榮
の
奪
を
擧
げ
得
る
の 

で
あ
る
。

而
し
て
斯

G
:

如
.き
は
單
に
理
論
の
上
に
於
て
の
み
で
は
な
い
、又
實
際
に
於
て
發
達 

せ
る
事
業
に
於
て
は
漸
次

一

般
に
行
は
れ
る
の
傾
向
が
あ
る
。
例
へ

.
ぱ
古
來
商
人
は
此
の

®
 

に
於
て
最
も
不
道
德
の
も
の

5
/J

考
べ

‘
&
れ
て
ゐ
た
け
れ

V
j

も
、今
日
の
發
達
せ
る
百
貴
商
店
に 

5
'
1
h
卷

(

..四
ニ一

九)

金
触
資
本
躺
の..健
货
性. 

.，，银

3

號
' 

ニ
九

I
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银
雙 

三
0
: 

於
い
て
は
、S

客

に

對

し

て

其

の

店
：：

a

に
ひ
入

•れ
，
た
，
る.も
の
：
^

#
に
な
：り
で
其

i

に
脅
は
ざ
：
 

る
.時
は

1

定
.期
問
內
に
之
を
他
：

H
i

ビH
?

き
換
：へ
を
請
求
す
を
こ

V

を
許
し
て
ゐ
：る
如
：き
之
で 

め
る
，0
,而
，レ

て

此

等

の

事

：實

，
は
、
近

'世HIT

货
商
店
の

' 1

般
公
：辦
に
對
す
る
信

.

I

I高
•め
ぜ

0
て
 

其
' の
繁
榮
の
原

.因

な

つ
：た
：も
の
で
あ
る

"

商
品
販；：ま

業
に
し
て
與
に
：然

商

品

：？
其
本
：質 

を
‘盤
に
す
る
有
撰

®
.券
；販
廣
黎

.嚇
が
：此
道
德
：的
資
任
：を
更

'に
.I

倍
痛
感
，す
可
き
は
，當
然
の
事 

V
i

云
は
：な
け
れ
ば
，

-
?
:

F

ら
：ぬ

"

.蓋
レ
一
般
投
資
家
は

S
-
#

煮

が

其

：
消

費

：異

物

：

對

‘し
て
‘有
す
る 

☆

け
；0

鑑
定
力
を
有
し

な
.，
い
の
み
な
ら

•す
、
又

觸

，券.の
性
質

‘が
之

'を

：
許
‘ク
な
い
。，
特
に
消
裁
货 

物
は

r

度
消
幾
す
れ
ぱ
其
後
に
於
け
る
代

■個
の
：變

.
'動
.は
ぐ
費
密
に
採

-

CV.

て
は
利

.害

.刷

係

を

有
 

し

な

い
'け
れ
ご
も
、激
資
物
の
個
の
變
動
は
棟
資
家
；に

' 取
タ
て
は

‘之
"を
所
有
す
る
限
ね
大
な 

る
利

#
.掘
係
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る

)

從

0

て
瞪
芬
業
群
の
投
資
家
に
對
す
る
道
德
的
贵
任 

も
商
品
を
販
賣
す
る
あ
の
ょ
り
も
炼
か

.に
大
で
な
け
れ
：ぱ
な
ら
ぬ
。
け
れ
ご
も
此
の
點
に
め 

て
世
人

が

發
行
業
搏
及
び
販
賣
業
者
に
求
む
る
所
は
颇
る
宽

‘大
で
あ
る

.や
ぅ
で
あ
る
。

n
o
?
, 

celle-SeneuII

亦
此
の
廣
を
指
摘
し
て
日

.
1今

：！！

額

而

樓

格

.
の

1
V

倍1
二

倍
：の：代

.爛
：を
支

；<挪

ひ

T
購
 

^

を
購
ふ
も
，赛
し
他
日
：此
の
此
會
社
が
公

#
,資
本

P
五
分
又
は
時
に
三
分
し
か
配
當
せ
ざ
る

も
多
く
怪
し

i
すj

,
/
J
O

け
れ
ご
も
斯
の
如
き
は
之
れ
資
本
市
場
/が
僻
幼
稚
、な
る
絡
架
で
あ
つ

. 

て
、裁
之
が
商
品
市
場
の
如
く
發
達
す
る

1,1

到
、ら
ぱ
之
に
，對
す
る
瞪
芬
業
：举
及
び
投
資
家
の
態

. 

廣

の

r

錄
す
る
は
明
か
な
る

.事

®

で

あ

る

。

現

に

今
：！： 

一

流

發
"行
：
紫
：者W

し
て
大
な
る
信
用 

-
V

資
力
を
有
す
る
シ
の
は
彼
等
が
此
の
點
に
注
意
を
拂
つ
な
結

®
.に
外

な
.、
ら

な

い
の
で
あ
る
、
 

I

か
か
る
論
據
よ
ふ
す
る

.な
ら
ば
，發
行
業

‘者
の
：責
任
は
單
に

‘
其
晴
券
を

.市
揚
に
服
®
し
た
る 

,
を
以
て
終
る
も

0

に
非
す
、又

A
d
o
l
f

 W
e
b
e
r

も
云

.へ
る
が
如
ぐ
，終
る

.を
許
さ
な
い
の
で
あ
る
。
 

彼
：#
V

自
ら
の
利
益
、特
に
其
：の
發
行
信
用
の

i

•か
ら
し
て

•彼
#

の̂
：
愛

兒を
：.

尙
長
ぐ
.其
手
を
引
き 

て
導
き
、餘

&

に
早
ぐ
轉
は
ぬ
や
ぅ
極
力
の
保
譲

U

努
む
可
き
も
の
で
あ
る
.：。

然
ら
ぱ
發
行 

業
.者
が 

一
0
は
ほ
已
の
發
行
信
用
、

I

は
拱
資
家
擁
護
の
上
か
ら
し
：て
，其：

0

發
行
瞪
券
を
保
護 

す
る
手
段
は
何
ど
や
。
此
の
嘲
に
就
い
て
余
は
今
日
賭
：外
國
：に
於
て
發

.行
：寒
者
が
一
般
に
：行 

ひ
居
る

ニ

ウ
の
方
法
を
：擧
げ
る
こ
ど
が
出
辨
る
。

(
1

)

發
行

0

者

自

、
ら

當

該
0

0

に
圓
係
す
る
こ

徵
行
業
者
が
其
發
行
信
用

-を
維
持
す
る
爲
め
に
之
を
發
行
し
た
る
事
業

f

®
を
自
ら
指
：
 

M

又
ね
監
督
し
，與

一

該
企
業
：の
經

.營
宜：®

を
得
す
又
、は

.財
：
政

上

危

機

じ

：啤

る

，
危

臉

あ

る

揚

仓

：

餓

二

十

翁(

明
四
ニ

)

金
融
資
本
網
の
健
赏
惟
.
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i
 

に
は
、之
に
對
し
適
赏
の
手
段
を

m

じ
以
：て
投
資
家
を
：擁

m

ず
る
の

.手
段

'に
：出
で
な
け
れ
ぱ
な 

ら
ぬ
"

發
行
業

.寧
が
此
の
目
的
を
達
し
得
ぐ
方
法
に

一
j

ウ
あ
、る
。

{
I
}

多
數
株
：式
を
所
有
し
て 

株
ホ
；總
會
を
通
じ
て
會
社
を

.左
右
す
：を
方
お
、及
び

(11)

發
行

業
者
，

が
.自r

J

の
重
役
又
は
使
用
人 

を，
當
該
事
業
會

f

t

の
重
役
た
、ら
し
む
る
の
方
法
是
で
あ
る
。
け
れ
ダ

」

も
化
の

中

第

I

の
發
デ 

業
者
が
其
事
業
愈
社
を

' 左
右
す
る
爲
，め
に
其
會

#
.

の
‘株

：：

式
を
所
有
す
る

.は
人r

け
で
は
列
外
の 

場
合
で
あ
る
。

蓋
し
律

.

!

聚

業

者

は

：發

.行
が

'
 
目
的
：で

.事
業
’輕
營

を.，

目
.：的
：5

0

す
る
も
の
で
な 

い
か
、ら
で
あ
る
。

只
其

.引
变
け
た

.も

の
が

賣
れ
.な
い
：，で
、背
負
込
み
の
結
ぶ
所
有
す
る
場
合
は 

別
で
あ

.る
。

第
二
、
®
令

發

業

者

が

特

別

の

a

中
で
其

‘株
式
を
.：所
有

す

る
ざ
し
て
も

今
日
の 

辕

式

愈

f
t制
度
の
下
で
は
株
，式
總
會
の
，會
紙
に
：對
す
る

.指
揮
及
び
監
督
の
.力
は
極
め
て
微
弱 

な
る

も
の
で
あ
る
か
、らし
て
、發
行
業
者
が
其

M
0
S
る
辕
式
の
力
に
ょ
つ
て
株
主
總
會
を
通 

じ
て
其

2
1

的
を
達
せ
ん

と
す
る

の
は
極
め
て
微
力
且
つ
迁
遠
な
る
方

-法

云

は

な

け

f

ぶ 

&

ぬ
此
故
に
後
行
業
者
が
取
發

'行
信
用
維
持
の
上
ょ
ら
事

‘業
，會
：
社

を

指

揮

監

督

せ

ん

ビ

す

る

場

合
に
は

"寧
ろ

f
f
i役
會
に
參
加
す
る
方
法
を
：以
て
直
-殺
に
し
て

有

：力

な

P
ざ

せ
ざ

る
を
得 

な
：い

.の
卞
あ
る
。
 

.

W 

.此
等
の

3

由
か
、ち
し
て
發
起
業
務
を
盛
ん
に
行
：ふ
獨
逸
の
：大
銀
行
に
：於

H

は
某
の
發 

起
.又
は
發
行
し
た
る
き
社
の
重
役
に
、自
已
の

.重
役
を
選
出
せ
し
む
る
を
常

i

す
。
現
に

Jeiaals 

の
云
ふ
！

^
に
ょ
れ
ぱ

j

九0

三
年
獨
逸
の
六
大
銀
行
が
自
己
の
取
歸
役

(
D
i
r
e
k
t
o
r
s
)

 

S
査
役 

(
A
u
f
s
i
c
h
l
e
)

を
し

.て
他
の
事
業
會
社
の

®

査
役

(

獨
逸
の

S

査
役
會
は
我
國
の
そ
れ
の
如
ぐ
微 

力
の
も
の
セ
な
い
、取
蹄
役
の
膝
督
指
揮
の
任
に

'當
る
も
の
で
あ

.
る
。)

の
地
位
を
ぃ

n

め
た
る

S 

は
七
五
一
の
多
き
に
達
す
又
一
九
！

 

ニ
年
に

.se
s
s
e
r

の
云
ふ
所

y
,

ょ
れ
ぱ
此
の
數
は
媳 

計

A 
ニ 

ニ
の

多

き

に

上

内

Deutsche 

B
a

n
k

一
 

五
六(

此
內
在
外

國

一

一
四
，
} Diskontogesellschaft 

1 

HI 
ニ
商
 

一
 

o
j
b
r
e
s
d
e
n
e
r

 B
a
n
k

 

一
 

ニ 

Q

同
上
 

f 

ニr
s
r
m
s
t
s
t
e
r

 w
a
n
k

 

J 

三 

H

同
上

一

吗)
Eer.. 

liner 

H
a
n

 dnisgesellschaft J

 

ニ 

三(

同
上
 

j 

六)
A
.

 

sohaaffhaussschen 

BankvereJn 

j 

y 
九
ぐ
上
 

を 

占
め
て
ゐ
る
。

g

け
れ
ど
も
發
行
業
者
が
其
發
行
信
用
維
特
の
爲
め
に
自
己
，

0

®

役
：又
は
使
用
人
を
事
，
 

業
會

.社
に
送
る

&

は
單

y
,

後
起
及
び
株
式
の
引
き
受
け
の
み
じ
止
ま
ら
な
い
。，尙
社
倩
の
徵 

行
を
引

.受

W

る
®

合
で
も
，注
意
深
；き
發
行
舉
激
せ
當
：該
事
業
會
社
が
右
：社
：債
を
全
部
償
，還
し 

難
ぐ
す
に
到
る

S
T

自
m

の
代
表
者
を

’重
投

5.；

し
て
選
任
ず

‘
る，の
條
仲
を
要
求
す
る

i

が
あ
る

0

货.117

•ギ

(
S

胜，！p
.

余
测
ま
.本
細
の
.灘
货
胜
 

银
四
挪
.

.nljl.r
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liigi 

ヴJl
r
)
：.

投
資
家
に

M

贺
の
：自

*H.

と
代
個
の
保
瞪
.ビ
ー
を
與

:

:

發
行
業
者
が
新
瞪
券
の
蘇
行
を
き
受
け
た
場
合
に
、此
の
瞪
券
が
：活激
に
市
場
に
取 

引
甘
ら
れ

る
、
卑
ぐ
賣
却
濟
に
な
る
や
否
や
は
、自
已
の
金
徽
上
に
於
け
る
名
择
の
よ
つ
て
定
ま 

.る

所
で
あ

る
。

此
の
故
に
彼
等
が
新

0
芬
を
發
行
す
る

や
、
此
の
譜
券
が
取

引

所
に
上
揚

せ
ら 

れ

i

般
投
資
家
及
び
投
機
業
者
に
よ
つ
て
賣
賀
せ
ら
れ
、而
し
て
此
の
人
氣
を
利
用
し
て
単
ぐ 

0

己
の
引
受
部
分
を

W

却
し
盡
ぐ
す
を
以
て
利
な
め

， /
J

す
る
。
け
れ
グ

J
:

も
發
行
業
者
及
び
其 

シ
ン

♦チ
ヶ

I

ト-

が
収
引
所
を
利
卯
し
、莊
に
其

.發
行
購
券
に
對
す
る
活
潜
；

^

る
市
場
を
作
ら
ん
，
 

i

す
る
め
は
舉
に
彼
等
自
身
の
利
盤
よ

-O
V

来
る
ぱ
か

シ

で
な

ぐ

，尙

一.般
役
資
家
に
對
す
る
大 

な
る
道
德
的
責
任
よ
：ゥ
來
る
も
，の
で
あ
る
，。

測
ち
彼
等
れ
單
に
新
瞪

'券
：，が

単

く

一
 

般
投
資
家 

の
手

1
4

入
レ
、且
之
を
手
に
入
れ
ん

V」

す
る
き
に
對
し
て
便
宜
を
與
ふ
る
の
み
な
ら
す
、牌
に
之 

を

f

に
入

.れ
た
る
投
資
家
，に
對
し
て
は
何
時

i

雖
も
之
を
賣
却
し
て
再
び
貸
彼
資
本

.じ
®
元 

す
る
の
自
由
を
與
ふ
る
を
必

®

ミ
し
，而
し
て
、此
の
爲
.に
は
常
設
の
水
續
的
市
場
を
必
要
と
す 

る
こ

W

牌
に
誰
細
論
述
し
た
る
所
で
あ
る
。
此
の
：意
據
に
於
け
る
永

®
,

的
市
場
は
此
處
に
，間 

斷
な
ぐ
賣
買
多
欺
の
注
文
の
集
ホ
す
る
を
必
要
ご
す
ふ
れ

\

レ
も
，か
か
ふ
不
斷
の
：

®

は

新

職
券
發
行
の
初
期
，に
於
て
は
之
，を
期
待
す
る

I
が
出
來
な
い

。
.
’蓋
レ
有

'擅

.
S

#
な
る

も
の
は 

そ
の
發
行
の
當
初
に
あ
ら
て
は
尙

.未
だ
廣
ぐ

I:

般
投
資
：家
の
手
に
：行
き
，耳
ら
な
，

い
，
其
多
く
は 

瞪

券
販
賣
業
者
又
は
投
機
業
者
の
手
に
あ
る
。
か
か
る
觸
券
の
分
布
の
狀
態
の
下
に
於
て
永 

續
的
不
斷
め
活
濱
な
る
市
場
の
存
在
し
得
ざ
る
こ

’/
J

は
又
本

i
i
:

の
前
半
に
述
べ
た
所
で
あ
つ

て、殊
に

.か
か
る
狀
態
に
あ
る
.時
に
一
度
市
場
に
或
る
ニ
人
の
大
な
る
注
文
あ
ら
ん

か

、
需
‘要供

;

給
は
忽
ち
其

f
f
i衡を
失
し
，代
償
は
此
の
者
の
意
思
如
：何
に
よ
つ
て
不
相
當
に
騰
落
す
る
を
以 

て、か
か
る
新
瞪
券
の
，代
價
は
其
動
搖
常
な
き
に
到
が
も
の
で
あ
る
。
此
故
に

1

0
の
綴
券
が 

'.發行

.せ
ら
れ
て
相
當
の
期
間
を
經
過
，

.し
，之
が
廣
ぐ
全
社
會
の
投
資
家
の
，下
に
分
布
せ
ら
れ
た 

時
は
金
融
資
本
綱
の
助
け
に
よ
つ
て
不
斷
の
市
場

.が

出

，來

る

け

れ

，、

f
も

、

か
か
る
市
場
は
新
股 

芬
凝
行
の
當
初
に
於
て
は
不
可
能
で
あ
る
。
森
に
於

’て
か
發
行
業
者
は
自

.か
ら
他
の
，手
段
に 

よ
つ
て
人
爲
的
に
か
か
る
瞪
券
の
投
資
家
に
貨
播
暴
元
の
自
由
を
與
へ
る
共
に
、其
の
牆
券 

の
代

f
f
lの
不
相
會
の
動
搖
を
防
止
し
な
け
れ
ば
な
；ら
ぬ
。
此
の
趣
旨
を
以
て
行
は
れ
る
解
も 

潜
，る
し
き
例
は
米
國
に
於
け
る
發
行
シ
シ

.
デ
ヶ
ー
ト
の

.

.天
評
注
：文

(scale 

order)

の
方
法
で
あ 

る
。
則
ち
職
等
は
其

9

發
行

.瞪
券
の

‘代
價
の
下
落
す
に
從
つ
て

.買

；

5

 (buy 

>
o
n
‘ 

a

 scale 

d
o
w
n
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金
湖
資
本
網
の...
健
旗
独
.
. 

第
.
®！.ぷ

..ニ一、、

^

るy

從
や

T
.
廣
，る

(selL>§
: a scale up.)

ぶ
0

で
あ
る
。
例
へ
ぱ
代
賈
九
：十
九
卵
に
て

一

千 

9
質
ひ
、九
十
八
卵
に
一
て
一
千
株
、

B

下
同
じ
ぐ
九
十
七
弗
、九
十
六
邵
に
て
を
れ
ど
れ

一

千
株
の

‘ 

*

姓
文
を
凝
す
る
ざ
共
に
、ぼ

0 I

卵
に
て

1

千
粮
貴

P
.
W 0

1
1

弗
に

.
て司

':1

千
株
，以
下
间
わ
：
 

< 

® 

0

1
H

卵
西

0

個
沸
に
て
そ
れ
ど
れ

1

千
採
の
賣
注
文
を
發
す
る
も
の
で
あ
る
。

の
如 

天
！
：

注
文
は
代
價
の
上
向
き
又
は
下
向
ぐ
に
從
：ダ
そ
れ
ぞ
れ
之
れ
に
應
す
る
注
文
の
存
在 

す
る
を
以
て
、代
價
が
極
度
に
騰
貴
し

*又
は

‘下
落
す

.る
こ

5,」

を
防
ぐ
こ
ビ
が
出
來
る
の
で
ゐ
る
。
 

碑

®
'
®の
注
文
は

.、

§
? 

P
义
は
買
ひ
の
注
文
を
同
時
に
發
す
る
上
に
於
て
、か
の
虛
偏
の
棚
場
を 

作
る
も
の
ご
し
て
，批
難
さ
れ

る

M
a
t
c
h
e
d

 

o
r摩

ざ

同
じ
で
あ
る
け
れ
ざ
も
，而
も
之

i 

全
ぐ 

別
：で
め
る
。

蓋
し
天
砰
注
文
は
賣
シ
又
は

«
ひ

の
指
定

.値
に
.對
し

て
'之
れ
に
相
當
す
る
反
對 

の

、賀

ひ

又

は0
の

注

文

を
.'與
へ
‘
る

も

の
.で
な
い
か
、ら
で
あ
る

0

叙

&

券
に

S

し
て
か
か
る
注
文
が
常
に
取
引
所
に
存
在
す
る
‘か

 

'ら

し

て

"
此

の

瞪

券

に

對

レ
 

て

何

W

現

實

の

需

要

又

：は
：供

給

の

あ

る

場

合

.で
も
市
場
に
出
へ

2

の
；
#

か
.な

い

こ

は

な

い

® 

で
あ
ろ
？

又
價
は
常
に
安
定
を
維
，持
す
る
こ

迄

が
出
來
る
の
で
あ
る

‘。

又
新

®

券
を
欲
し
，
 

賣却せんすタものは

' 何
時
ど
雖
も
與
の
目
的
を
達
，す
る
こ
マ

」

：̂ 

W
來
る
の
で
あ
る
。

斯
の
如
く
し
て
ゐ
る

®

に
*

次
に

.新
瞪
芬
は
各
地

.方
の

.投
贷
家
の
間
に

.分

.布
せ
ら
れ
、各
地
：方 

に

宣

傳

せ

、ら
れ
、
か

ぐ
W

を
‘經
る
に
件
ひ
て
、益
に
全
國
的
金
融
資
，本
網
を
通
じ
て
、市
揚
を
離
れ 

て
全
國
の
投
齋
著
及
び
投
機
者
か
ら
注
文
が
不
斷
に
：市
場
に
集
中
し
て
来
る
の
で
あ
る

。
.

^
 

く
し
て
新

0
芬
が
漸
次
に
取
引
，所
に
»
瞪
券
ご
同
じ
ぐ
そ
れ
自
、ら
の
不
斷

ざ

安
®
の
市
場
を 

維
.持
'す
る
に
從

ひ
、
シ
ン
デ
ヶ
ー
ト
は
其
の
天
評
注
文
の
數
截
を
減
じ
♦か
く
て
之
が
危
險
期
を 

由

A

全
ぐ
獨

&
步
み
の
出
來
る
や
ぅ
に
な
ウ
て
全
ぐ
此
の
天
种
注
文
に

i

る
統
制
を
徹
廢
す 

る
の
で
あ
る
。
繰
ぐ
返
へ
し
兹
に

«

者
の
注
意
を
喚
起
し
な
け
れ
ば

‘な
ら
ぬ
：の
は
.シ
ン
デ
ヶ 

I
ト
が
か
か
る
努
力

.を
な
す
の
は
決
し
て
之
に
ょ
つ
て
投
機
的
利

#V

を
得
る
爲
め
で
な
い
こ 

W

で
あ
る
。
シ
ン

♦チ
ヶ

I

ト
は
勿

l
i

之
が
爲
め
に
大
な
る
損
ネ
‘ギ
蒙
る
こ

i

は
防
止
す
る
け 

れ
ご
も
、而
も
之
が
爲
め
に
多
少
の
損
タ
を
招
ぐ
は
彼
等
の
，常
に
覺
悟
す
る
所
で

あ

つ

て、又

W- 

際i

ホ
に
起
る
所
の
現
象
で
あ
る
。

シ
ン
.デ

グ

J
ト

0
.身
ょ

-CN

見
れ
か
か
か
る
方
ポ
は
事
ろ
頌 

0
に
し
て
危
險
な
こ

ピ

で
あ
る
け
れ

\

レ

も
、而
も
彼
等
が
常
に
少
か
ら
ざ
る
費
‘用
を
资
擔
し
て 

此

の

勞

を

採

險

を

W

か

す

は

j

に
彼
等
が

之
を

以
て
其
の
投
資

家
：
に

M
ふ
道
.德
的
責
任 

i

心
得
、以

て
其
發
行
信
用
を
維
持
せ
ん

’ 50

す
る
結
取
に

外
な
ら
な

い
の
で

あ，
る.。
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四
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卷

(

四
四
八)

，

金
融
資
本
細
の
健
觉
性 

§

米
國
の
發
引

®
^
シ
ン
デ
グ

I 

上
場
せ
ら
れ
た
初
期
の
間
に
限
な
け
れ 

、ら
發
行
せ
る
瞭
券
の
代
個
を
操
縱
す
る 

資
家
に
對
す
る
資
任

•
の
自
覺

.は
米
.國め 

ば
な
ら
ぬ
。
則
ち
獨
逸
の
發
行
業
寧
は 

之
を
保
識
踏
祿
す
る
も
の
■で
あ
つ
て
、又
 

牆
券
は
始
ん
ご
何
れ
，も
皆
か
か
る
保
識 

業
者
に
あ
ぐ
て
は
常
に

' 
多
敷
の
代
‘表
者

,
 

0
0
0 

H 
八
 

が
市
場
に
干
渉
を
す
，る
の
成
：只
新
晴
券
が
市
揚
に 

も
、獨
逸
の
大
銀
行

M 
®
.
行
業
リ
者
ざ
し
て
何
永
ぐ
自 

の
で
あ
る
。
此
點
に
於
て
獨
逸
の
發
行
業
者
の
投 

行
業
者

ょ

ね

も
更
に
徹
底
的
な
&
と
云
は
な
け
れ 

已
の
發
行

'せ
る
瞪
券
を
水
ぐ
自
己

.の
愛
兒

ギ

レ

て 

實
際
今
日
獨
逸
の
大
取

H?

所
は
上
場
せ
ら
れ
て
ゐ

る 

者
を
有
し
て
ゐ
る
の

-で
あ
，
る
め
、
，.
此

故

に

大

な

る

發

，行

自 發 も どを
取
'引
所
に
送
彼
等
は
そ
れ
ど
れ
保
護
す
可
き
晴 

芬
の
分
擔
を

^

め
て
、其
化

W

の
動
搖
を
監
視
し
必
要
の
場
合
に
は
之
に
干̂
涉
す
る
も
の
で
あ 

る
力
則
ち
彼
等
は
公
定
代
横
制
定
の
少
し
前

.に
‘公
定
仲
立
人
の
場
所

i
i

行
き
尙
該
瞪
券
の
注 

文
の
狀
況
を
聞
さ
、而
し
て
後
必
要
の
時
，は
最
後
に
而
も
代

f
l決
定
に
毫
も
有
力
な
る
注
文
を 

發
し
以
て
代
®
を
操
縦

(re
g

u
lie

re
n

y

す
る
も
の
で
あ
る
。
今
假

b

に
M

物
市
一
場
の
公
足
代
®

決 

寧
前
に
於
け
る
仲
立
人
峡
簿
に

•次
の
や
ぅ
な
注
文
が
あ
つ
た
と
ず
る
。

, 

五0
*
0
0
0

成
行 

' 

1  

o
>

O
O

C
T

 

1
Q

O
に
て

,

之
を
知
る
仲

^
4人
が
今
殘

"

の̂

1.

は

九
六

ズ

☆
チ

H

シ

ト
i
な

り
、九

0 

0

だ

け

仕

拂i

ぱょいこになる
 

である

®

有
價
瞪
芬
が
取
引
所
に
於
.て
か
か 

價
は

e
s

に
安
定
，を
，持
し
、旦
つ
銀
行
は 

し

得

る

可

能

を

荷

す

る

云

ふ

一

一，つ
- 

用
し
て
、全
ぐ
隨
意

.氣
儘

.に
代
償
を
支
配
し
、市
 

る
の
ヤ
も
る
。

け
れ

W

も
期
ま
場
に
於
け 

取
扱
ひ
按
術
の

®

離
な
る
結
果

ざ

し
て
、賣
資 

も
困
難

ぐ
し
な
る
。

特
に
數
個
の
銀
行
が
共
に 

も
困
難

y

レ
.
な

々

一

層
公
平
で
正
當

‘な
る
代
價

.

银

ニ

十

卷(

四
四
九)

金
融
資
本
網
の
健
货
性

1
1

0
、

O
O

P

1 

c
r
o
Q
O

0
,
0 o

o

を
九
六
プ

九
八

；

4

て
 

九
六
に
て

チ

H

ン
ト
に
賈
、へ
ぱ
公
定
代
價

ゾ

P 

.チH ,

ン
ト
に
買

へ

ぱ

九

十

下
ク
て
何
人

も
其
代 

_

結
局
！：れ
に
も
銀
行
の
自
由
と
い
ふ
こ
マ

J

に
な
る
の

の 他 る  

利 日 保

益 の m

者
-を
を
す
る
結
果
ざ

し

て
當
該
有
慣
瞭
芬
の
市 

爲
め
に

.
賀

入

れ

ん

，：，
w
.す
る
か
、ら
何
時
で
，も
賣
却 

が

あ
る
。

一

方
に
は
銀
行

が

か
か
る
勢
力
を
利 

場
の
形
勢
を
職
用
す
る
み
い

i

非
難
を
も
生
す 

る
銀
行

§

代
恒
操
縦
，は
：し
か
；く
簡
單
で
は
な
い

* 

も
至
極
容
息
に
行
は
れ
、其
#

の
多
い
だ
け
操
縦 

利

®

を
.有
す
る
場
合
に
：：
^
か
か
る

.勢
力
の

.濫
：用 

も
表
は
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
け
れ
ご
も
賞
際
で 

, 

,

饿叫號
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银

(

i

9

金
融
資
本
僻
の
健
焚
他

 

：

得
g
號

0
a 

は
各

t

お

業
聚
の

間
に

或
る
祥

'度

自
ら

其
勢
力

の
分

It:

'が

定
ま

0

て

ゐ

て

、

I

银
行
の
計

M 

に
ま
し
て
は
他
の
銀
行
が
•邪
魔
し
な
い
こ

マ」

が
普
通

ざ

な
つ
て
ゐ
る

.か

、ら

し

て0
で
も

銀

T
T 

の
勢
力

は
な
か
な
か
に
輕
視
す
る

こ

ざ

は
出
來

な
い
の
で
あ
を
。

米M

の
發
行
シ
ン
デ
ヶ

I

ト
の
行
ふ

天
！
：

注
文
に
て
も
又
卿
♦逸
の
發
行
業
者
の
行
ふ
代 

债
干
涉
の
方
法
に
し
て
も
、之
が
市
場
を
活
赠
せ
し

め

、代
慎
を
安
足
せ
し
む

る

の
效
果
は
認
め 

な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
け
れ
ご
、他
方
に
於
て
は
之
が
爲
め
に
代
價
が
人
爲
的
に
左
右
せ
ら
れ
る
の 

批
難
が
生
や
る
の
，で
あ
る

> 

蓋
し
、何
れ
の
相
場
于
涉
の
方
法
に
，ょ
る
を

g

は
化
便
は
必
す 

發
行
業
恶
の
略
ぱ
期
す
る
所
に
之
を
足
む
る
こ

§

が
出
来
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
ぉ
の
£
臂 

が
公
本
な
る
も
の
で
あ
つ
て
其
證
券
の
眞

正

§

慣
傲
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
.る

限

タ

等

經
 

濟
上
の
弊
害
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
け
れ
ご
も
，，ホ

I

此
の
代
憤
が
‘不
相
當
に
高
ぐ
評
價
さ 

れ
て

'ゐ
る
場

仓

に

は

之
が
爲
め
に
新
投
資
家
は
大
な

る

損
害

•す
受
け
な
け

\
れ
ぱ
な
&
な
い
の 

で
あ
る
。
け
れ

\

レ
も
此
の
批
難
に
對

'し

て
は

三
つ
：
.

.の

點

か
ら

之
に

答
へ
る

こ

ざが

•出4
^

る
‘.

(

4

發
行
市
場
か
一
般
商
品
市
場
な
る

一
.

つ

の

：
理

由

は

之

が

獨

，
占

的

.
の

市

場

で

あ

る
 

こ
ざ
で
ゐ
る

◊

•

則
ち
市
場
が
収
引
所
な
る
；狹
溢
な
る

！

ケ
所
に
集
中

.

せ

、ら
れ
、其

仅

引

の
.

方
*

が
著
る
し
ぐ
紹
織
的

V
J

な
つ
て
ゐ
る
。：
而
も
腊

※

其
物
の

f
t給
は
制
限
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
-ら
 

し
て
資
力
あ
る

も

の
が
其
慣
を
人
爲
的
に
左
右
し
得
る
こ
？
前
述
の
如
ぐ
で
あ
る

。
.け
れ

ご
も
今
日
の
經
濟
社
會
に
於
て
獨
占
的
支
配 

变
通

€

氣

S

斯
等
の
公
益
事
業
を
始
め
ざ
し 

て
其
代
偵
を
成
る
程
度
に
！

^
右
し

て

ゐ
る
こ 

の
み
を
貴
む
る
は
酷
で
あ

V
0。

況
ん
や
.舉行 

，行
信
用
を
維
持
す
る
必
要
上
投
«
家
に
對
す 

な
す
も
の
な
る
に
於
て
を
や
。

 

.

(

ロ)

ょ

し

、
假
リ
に
彼
等
が
其
獨
占
的
制
度 

せ
ん

V
J

し
て

も

、
賞

隙

に其
：！：：

的

を

達

す

る

こ
 

業
者
の
活
離
す
る
所
は
公
け
の
市
場
で
あ

0 

す
.る
に
足
る
充
分
の
材
料
を
世
問
に
公
表
し 

な
る
代
償
を
支
特
せ
ん
か
必
す
全
國
に
於
け 

ち
向
ふ
に
到
る
可
き
を
以
て
、如
何
な
る
シ
ン 

鎮11

十
卷

(

四
五I〕

金
融
資
本
細
の
織
賞
性

力
を
有
す
る
も
の
は
單
じ
發
行
業

.紫

.丈

.
で
な
く
、
 

て
、各
稱
の
：

X
業
上
の
發
明
：©
が
獨
占
事
業
ざ
し 

は

I

般
に
見
る
所
で
あ
る
。
耿
て
發
.行
業
者 

業
者
は
其
の
獨
占
權
を
軸
用
す
条
は
自
己
の
發 

る
道
德
的
责
位
よ
々
、自
、ら
犧
牲
を
挪
ひ
て
之
を

ど
力
を
利
用
し
て
、其
代
傅
を
不
當
の
點
に
維
持 

I
dは
六

..ヶ.敷
い

.の
で
あ
る
。
蓋

.し
' 此
等
の
發
行

. 

て
、而
も
彼
等
は
旣
に
當
該
瞪
芬
の
眞
價
を
斷 

て
ゐ
る
の
で
あ

A 

.此
故
に
离
一
被
等
が
不
當 

る
多
聽
の
投
機
業
者
は
，

#
霞
の
如
ぐ
彼
等
に
：立 

デ
ヶ
I

ト
も
か
か
る
全
國
的
の
合
成
力
に
は
對

'
W號 

四1

I



饼
ニ
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五
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金
I

本
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< 
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四ニ
 

抗
す
る

こ

ぱ
レ
が
出
来
す
、結
局

代
價
は

公
正
な
る
所

.じ
落
ち

#

ぐ
で
あ
ら
ぅ
。
假
令
全
國
に
在 

る
投
機
業
若
が
斯
の
如
く

事
情
に
明
か
な
ら
す
、

從

つ
て
か

か
る

程
废

.に
迄

1̂̂
由

激
餅
が
完
全 

に
行
は
れ
な
い
ぐ
す
る

も
尙

か
か
る

作
用

の
あ
る
こ
と
は
必
す
や
齋
行
業
者
及
び
其

シ

ン
•チ
 

ヶ
f

1
か

Iv

當
に

f
t
價
を
左
右
し
て

I

般
公
银
を

書
す

る.の
危
險
を

緩
，
和
し
得
る

も

の
で
あ 

る
。

(

こ
斯
の
如
ぐ

• I

方
に
は
發
行
業
者
自
身
の
信
用
の
上
か
、ら
し
て
、他
方
に
は
經
濟
上
の
法
，
 

則
の
結
果
し
て
事
實
徽
行
業
寧
は
其
代
價
を
不
當
に
灘
持
せ
ず
、又
維
持
し
得
な
い
も
の
で 

あ
る
が
他
方
に
於
て
は
此
の
方
法
は
新
瞪
券
の
上
場
せ
ら
れ
る
に
際

-し
，事
實

.上
の
必
要

ニ
，
J 

制
せ
ら
れ
る
も
の
で
，之
な
ぐ
し
て
新
瞪
鋒
を
完
全
に

1

般
投
資
家
の
間
に
分
瓶
す
る
こ
ざ
は
：
 

出
ま
な
い
の
で
あ
る
。
此
の
點
に
於
て
興
味
の
あ
る
の
は

I

九

： |

七
年
米
國
が
自
由
公
倩
‘を 

a

育
株
式
取
引
所
に
始
め
て
上

®

す
る
に
際
し

.國
庫
自

&

が
.聯
邦
準
備
赏
事
者
及
び
ク
ォ

I

 

ル
ス
ト
リ

I

ト
の
多
ぐ
の
愛
國
的
體
券
取
极
業
紫

W

共
に
シ
ン
デ
ヶ

i

ト
を
作
ウ

て
、
最
初
の 

間
取
引
所
で
之
を
統
制

L

て

ゐ
た
事
賞
で
あ
る
。
而

レ

て

此
の
シ

シ

♦チヶ

I

ト
は
最
切

及
び 

其
' 後
發
行
の

' 自
，S

公
偵
を
完
全
に
分
，亦
す
る
上
に
於
て
，絕
對
的
必
耍
で
：あ

' つ
た
だ
云
は

t
.て

ゐ

る

-

り

以

上

S

及
び

S

に
於
て
.述
ベ
た
所
は
發
行
業
者
が
取
引
所
に
於
て
永
續
的
市
湯
を
維 

に
よ
ウ
て
瞭
券
に
貨
幣

S

元
の
自
由
を

.與
へ
ん

プ
レ
す
る
も
の
で
あ
る
け
れ

V」
も
、、お下 

述

V

ん
’、」

す
る
三

つ

は

公
け
の
市
場
に
於
て
で
な
く
、發
行
業
煮
又

は

阪
賣
業
者
自
ら
が
.其
店 

铺
の
貴
任
と
危
險
に
於
て
投
資
家
に
對
し
て
其
の
版
賣
せ

' 
る
諧
券
の
貴
幣
還
元
を
保
障
す
る 

も
の
で
あ
る
、勿
論
後
行
及
び
能
を
服

®

業
者
の
中
に
は

A

 

Sale 

Is 

a 

S
a
l
e

の
法
律
を
掘
に 

V
J

り
て
自
己
が
自
ら
推
辟
し
た
る
體
雖
も
他
日
の
代
傅
に
對
し
て
何
等
"の
賈
任
を
錢
は 

ざ
る
も
の
が
あ
る
け
れ
ゲ

J

も
、而
も
經
濟
社
會
俊
達
し

"事
業
家
の
贴
會

.，的

.道
義
心
の
發
達
ざ
發
、
 

行
業
者
の

S

由
饒

0
は
彼
等
が
永
久
に
投
資
家
を

0
取
す
る
を
許
さ

.な
，い
の
で

P
る
。
則
ち 

只

T

時
的
の
利
己
的
に
馳
ら
れ
て
投
資
家
に
贵
任
を
負

.ね
ざ
る
無
貴
任
',なる
發
行
業
者
の
提 

辟
す
る
瞪
券
は
何
人
も
之
を
信
用
せ
.ざ
る
が
故
に
假
令
彼
等
化
發
行
を
引
き
受

く

る
.も
、之
を 

直
ち
に
公

.衆
に
賣
却
す
る
能
は
す
、爲
め
に
其
資
本
は
長
ぐ
一

.瞪
券
に
圓
定
せ
ら
れ
て
他
€
躲 

爭
す
る
こ
と
が

w

卞
な
ぐ
な
る
の
で
あ
る
。
兹
に
於
て
か
發
行
市
場
に
於
で
大
る
信
用 

勢
力
を

.得
ん
す
る
者
は
投
資
家
に
對
し
自
ら
進

-ん
で
原
價

^

は
：，時
'價
に
て
質
ひ
戾
し
の
實 

银11

十

卷

&

五
1

6

金
融

®
本
綱
の

.健
货
性
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西
H
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金

融

襄

綱

S

K
性 

 ̂

■,

.. 

.

任
を
採
る

.だ
普

f

す
る
。，

§

ち
彼
等
は
日

ぐ
.I

は
吾
人
成
發
行
，ず

る
.I

を
投
資
家
が 

他
日
賣
却
せ
ん

i
す

る

場
.合

じ
、
之
を

出
娘
得
る

限
り
取

引
所

に
於
け
る
：

一：
流
諧
氛

の

如
ぐ

等 

易
な
、ら
し

め
ん
こ
：

.
,1

す
る
も
の
で
ぁ
る

。
.
普
人
は
敢
て
妳

東
を
せ
す
然
れ
ご
も

i

時 

に
於
け
る
が

如
ぐ

凡
て
の
人
と
滿
足
を
與
ふ

る

史
け
資
金
を

得
る
：能
：は
ざ
る
場
合
を
除
け

r 

吾
人
は
常
に
吾
人
の
廣
却
し
た
る
糖
券
を
公
正
な
る

m

場(fair 

market 
1

)

に
て

買

ひ
戾

レ 

も

を

*̂

す
ダ
も
の

义

.め

る」
ご
近
時
米
國
の
ニ
！ニ
の

1

流
發
行
業
者
に
は
時
に
其

-

 

皆
中
に
於
て
.此
の
旨
を
記
載
す

る
事
れ

あ
る
。

又
傅
，へ
叩
ぐ
所
に
あ
れ
ぱ
我
國

に
て
は
日
興 

t
 

P
 
i

愈
が
は

B
本
：風
業
錫
行
に
信
託
せ

、ら
れ

た
る
擔
，保
付
社
僮

券
の

.購

入

者

に

し

C
 

は
之
を
賣
却
値
段
に
て
買
戾
の
約
艰
を
與
へ

る

S

ふ
。

か
か
る

事
情
：
の
‘下
に
も
る

I

は

之
力
取

n
.

所

に

上

場

せ

れ

.ざ

る
も
、尙
常
設
の
永
續
的

2
 
l

i
 
l

元
の

S f
 
W 

政
，す
る
も
の
ど

2
^

る
こ
ご
が
；；

る

：

>

(

ロr 

S

债
に
對
し
て
额
而
償
癒
の
保

I

國
で
は
金
融
業
者
の
大
多
數
は
袖
®

に
ょ
り
額 

而
償
綴
の
社
愤
の
相
場

が

額

0
以
上
に
あ
る
時

R
、料
金
を

'受
け
て
其
，の
臀
還

i

..
生

す

る
,, 

«

を

，墳

補

す

る

の

制

废

あ

：
，る
。

'社

精

の

發

行

に

際

し

て

填

i

が
.
社

債

の

利

子

及

び

元

本

支

鄉
⑦
保
瞪
す
る
⑦
，方
法
も
亦

！

般
に
；
ぜ
れ
る
所
で
.ゐぇ
。
此
め
ホ
法
ぱ
我

‘國
で
も
發
行
：業 

求
が
行
つ
た
こ
ふ
は

®

々
も
る
。
柳

.
へ
轉

4< >

本
人
造
肥
料
の
社
债
に
働
す
る
三
升
銀
行

"國 

際
汽
船
の
社
價
に
對
し
十
五
銀
行
が
保
障
し
た
る
こ
ミ
あ
る
が
如
き
此
の
例
で
あ
る
。

三

發
行
業
紫
が
前
述
に
於
け

£
が
如
ぐ
厳
行
に
際

し

て
社
僮
の
償
還
又
は
其
利
子
の
支 

柳
ひ
及
び
株
式
の
眞
價
を
保
譜
し
た
る
も
の
で
な
い
場
合
で
も
、其
顧
客
た
る
投
資
家
に
對
し 

て
道
德
的
貴
位
を
感
す
る
こ

.
グ
こ
大
な
る
發
行
業
者
は
；，
自
ら
其
發
行
を
引
き
受
け
之
を
其
得
意 

に
推
薦
，賣
却
し
た
る
體
券
の
便
値
が
他
日
疑
は
し
き
に
到
つ
た
：時
は
、自
ら
其
瞪
券
を
買
ひ
戾 

し
、或
は

.利
拂
ひ
停
止
の
狀
態
で

)

あ
'.な
t
t債
の
刹
子
を
自
ら
進
ん
で
ま
挪
ひ
、

®

に
自
ら
其
#
社

の
牆
®
に
當
ね
て
其
財
政
狀
態
の
恢
復
に
赞
め
る
も
の

が
‘

あ
る

.';

此

の
爲
め
に
發
行
業
者
は

.
 

:
 

. 

■

. 

.-
 

,

時
に
數
十
腐
卵
の
損
央
を
廣
る
こ
が
あ
る

‘
ざ

云
は
れ
て
ゐ
る
。
か
か
る

J

迫
德
的
貴
位
を
威

-

 

す 

る 

こ 

强
大
 
な
る

.

 

發
行
 
業
者
の
 

存
在
す
 

る 

あ
つ
て
始

め

て
投
資
家
は
彼
：等
の
推
腐
ず
る

&

 

券
を
®
ま
す
安
心
し
て
之
を
購
入
す
る
の
で
あ
る
。
又
か
か
る
自
己
を
信

®

す
る
多
數
の
，投 

資
家
を
有
す
る
發
行
業
者
に
：し
て
始
め
て
常
に

一
.

楚
败
：驚

0

瞭
券
を
消
化
し
得
る

0

信
力

：

ど 

在
し
、以
て
金
融
市
場
に
有
力
な
る
地

.位
を
古
む
る
こ
と
が

W

來
る
ゆ
で
あ
る

。

‘

激
二
十#
 

(

厕
五
五

)

金
融
資
本
糊
の
健
货
性

 

第
四
號
 

四
冗
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金

跡

資

本

總

の

廣. 

;
路
叫
跋 

以
上
吾
人
は
發
行
業
者
が
投
資
家

.
•全
般
に
對
し
て
健
實
な
る
有
慎
晴
券
み
：み
を
ド
錢
に
出 

し
，而
し
て

此

の

瞪

券
に

®T

し
て

.其
終
，局
：に
到
る
迄
飽
ぐ
迄
責
任
を

採
；'る

可
き

も

の

で

あ

る
.：こ 

i

を
說
明
し
た

0 

而
し

T
以
下
説
せ
ん

ぐ
レ
す
る
所
は
個
々
の
投
資
家

5/J .

之

V
J

直
接
接
®

す
る 

瞪
券
販
賣
業
器

-

の̂
刷
係
ャ
あ
る
。

而
し
て
此

の

®

券
業
激
は
.米
國
の
投
資
銀
行
卷
セ
及
び 

.邪
灘
の

"

K

銀
行
の
如
ぐ

1
な
る

.、と
も
あ
れ
ぱ
、

X

英
國

0
 Outside 

b
r
o
k
e
r
"

英
佛
の

M
サ
に

ム
ポ 

け
る
が
如
ぐ
發
行
：業
者
ざ
異
な
る
殺
合
も
あ
：る

C

此
の
個
人
を
相
手
ご
し
て
證
券
服
賣
の
事 

に
當
る
金
融
業
激

プ
レ
各
投
資
家
と
の
騰
係
は
，前
に
述
ベ
た
る
發
行
業
者

’

/
J
1

般
投

K

家
ビ
の 

圓
係
を
そ
れ
ど
れ
特
別
の
個
人
刷
係
に
移
し
た
も
の
，

i

考
へ
る
，

；

.じ
が
出
來
る
の
で

ゎ

る
。
 

從
ゥ
て
兩
ポ
の

.關
係

S
、

そ

れ，

け
個
人
的
旦
ゥ
観
密
な
る
も

Q

で
'あ

る
U

則
ち
此
の
闕
係 

は

各

金

融

業

激

が

投

資

ま

に

對

し

て

信

，任
S

係
に
在
.る

顧

問

の

地

位

な

つ

て

表

は

て

來 

る
の
で
あ
る
。
思
ふ

.に
今
日
文
化
は
到
る
處
社
會
の
全
般
に
隅
な
く
行
き

I

旦

つ

て

ゐ

考
 

へ
ら
れ
る
け
れ
ご
も
、複
難
な
る
瞪
券
資
本
主
義
の
具
體
的
構
成
を
理
解
す
る

i

は
容
易
で
な 

C

ぱ
力
々
で
な
ぐ

®

券
其
物
の
本
質
に
關
す
る
槪
念
す
ら
今
日
尙

f

般
じ
®
が
つ
て
ゐ
な
ぃ 

の
で
あ
る
。
現

に

米
國
に
於

て

，
N

由
公
債

.の
第

一

•伺
利
挪
期
の

倒

達
す
る

や

、
華
®
府

に

於

け

る
國

®

に

は

此

の

新

公
债

.に

對
す

る
新
、ら

し

い
投
資
家
か
ら
の

.送

金
ぜ
潜
が

.ナ

河
の

如
く

殺 

到
レ
て
来
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
彼
等
は
之
に
附
記
し
て
日
く
、

「

吾
人
は
公
僮
を
購
入
し
た
，る
 

が
故
に
其
利
子
を
送
金

.す
る

」

ど
。
此
の
事
實
は
一
面
に
は
彼
等
の
愛
國
心
の
熱
烈
な
る
を
示 

f
レ

共
又
一
方
に
は
驚
ぐ
可
き
瞭
券
に
對
す
る
無
智
を
表
白
し
て
ゐ
る
も
の

プ
レ
云
は
な
け 

れ
ぱ
な
ら
ぬ
。

 

.

か
か
る
無
智
な
る

J

般
公
衆
の
あ
る
ざ
典
に
、彼
等
の
購
入
せ
ん
ビ
す
る
證
芬
そ
れ
自
體
が 

g

に
判
別
の
因
難
な
る
も
の
あ
：る

 >
」

共
に
、他
方
に
は
金
融
：資
本
綱
一
を
雜
ざ
る
危
臉
な
る
投
機 

m

芬
及
び
謝
欺
的
識
芬
も
蒋
在
す
る
の
で
：

4

る
。
而
し
て
此
等
の

.證
芬
の
鍵
別

プ
じ
其
價
®
を 

判
別
す
る
こ
.
は
か
か
る
無
智
な
る
公
衆
は
勿
論

*投
資
に
對
す

「

相
當
の
理
解
あ
る
投
資
家 

W

雜
も
尙
不
可
能

V
J

す
る
こ

ざ

は
、之
の
目
的
の
爲
め
に
奥
門
の
大
な
る
組
織
的
調
森
を
必
要 

と
す
る
前
論
に
ょ
つ
て

g
;

か
な
る
所
で
あ

.ろ
。
則
ち
金
融
業
裁
は
投
資
家
に
對
す
る
霉

r
aの
 

證
芬
鑑
定
家
で
あ
つ

て

、
彼
等
の

5

問
-̂な

り

，
彼
等

.の
相
談
に

®

じ
、以
て
確
實
有
利
な
る
證
芬 

に
彼
等
の
資
本
を
投
也
し
む
る

も
‘

の
で
あ
る

0
,

此
の
職
に
於
て

1

つ
め
經
濟
社
會
ぐ
於
て
金

• 

. 

.

.

.
 

>
‘！

融
群

本
網
が
到
る
處
に
投
資
者
に
接
近
し
て
存
在
し
、彼
等
を
此
の
：方
面
に
敎
宵
す
る
效
架
は

热1
1
$
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四
五
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融
資
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他
货
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密

、四冗

&

金

撒

，資

本

綱

の

他

嘴

性

，

偉
大
な
ぅ
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
す
則
ち
彼
等
が
成
：は

直

接

投

資

家

相

，

接
し

ね
廣
與
乎
紙
其
他
，に
於
て
投
資
の
原
則

を
論

じ
て
彼
等

を
敎
》
す
る
の
で
あ
る

0

ね
金
融
業
者
の
此
の

敎
育
的
效
架
を
推

賞

し
て

.♦恭

.
し

米

國

に

此

種

の

金

融

廣

卞

な

欺
及
び
ぉ
價
値
の
談
芬
ょ
ヵ
每
年
米
國
民
の
蒙
る
今
日
の
驚
ぐ
可
き
：損害
.は
更
に 

加
す

.可
し
ふ
云
つ

.て
ゐ

.る
。

事
'.
情
斯
の
如
く
な
る
が
故
に
少
し
ぐ
大
な
る
投
資
を
な
す
資
産
家
は
耽
に
古
ぐ 

業
激

.を
0

已
の
尉

0
，管

S

の

0
問
ゴ

な

し
、又
は
管
理
人
其
者
た
ら
し

.め
て
ゐ

.
る
。

の
法
楚
仲
賀
人
は
法
律
上
有
偵

®
 
.券
に
對
す
る
相
談

.
に
應
す
る
こ

\

，レ
の

出

来

な

い
 

つ
て
ぬ
る
け
れ
ご
も
、此
の

.
規
定
は
嚴
格
に
行
は
れ
て
ゐ
な
い
：。
否
大
資
康
家
は
大
な
る
資
本 

を
卞

t

貝
ノ
に
能
し
彼
等
を
し
て
其
，：！

H

由
栽
量
に

ょ

つ
て
之
を

述

用

せ

レ

め
て

ゐ
る
や
で
あ 

タ
.

け
れ
ご
も
金
&
業
激
が
一
般
公
衆
の
相
該
相
手
ミ
な
る
に
到
つ
た
の
は
金
融
資
本
綱
が 

全
國
的
に
張
、ら
れ
た
以
後
の

.J

ゴ

で
あ
る
。

0
ち

獨
逸
で
は

f

般
公

0
が
投
機
乂
は
投
齋
を

試
み
る
前
に
は
必
す

一

應

®

已
の
取
引
先
た
る
金
融
業
者
に
相
談
を
な
し
、其
意
見
を
徵
す
る 

の
が

1

般
の
惯
督
ミ
な
ジ
て
ゐ

5

0
而

し

て

此

朦

！

流
の
銀
行
及
び
金
.
*
紫
客
に

在
.
.
.

て
は

て
織
じ
成 

Mclulton 

&

く
ん
ぱ
能 

數
倍
に
植

ょ
ら
金
融 

假
令
碑
國 

こ
ざ
に
な

填
々
た
る
個
人
を
相
手

y

レ

し
て
之

W

投
機
を
爭
ひ
之
を

®

ん
さ
す
る
'’考
は
毛
頭
な
 

<
眞
じ
，其 

客
の
信
認
港
又
は
財
道
，管
理
者
ご
し
て
の
職
？

^
を
自
覺
し
，自
己
の
知
識

'を
舉
げ
て
客
の
相
談
：
 

に
：應
じ
、之
に
忠

#

な
る
助
言
を
與
へ
て
以
て
其
信
認
を
得
彼
等
を
：長
く
自
己
の
.顧
客
ふ
し
て 

維
持
す
る
に
努
め
る
も
の
，で
あ
る

。
' 
只
如
何
せ
ん
今
日
獨
逸
の
大
銀
：行
に

在

，

ゥ
て
は
大
經

#
 

の
，結
架

4
U

ホ
に
多
數
の

•得
意
を
有
し
、旦
つ
其
相
後
に

.
S

す
る
者

.も

1

般
の
銀
行
員
な
る
を
以 

て
客
と
の

W

係
は
，：H

I

然
機
械
的
ギ
な
ね
、人

ざ

し
て
の

.親
密
の
度
を
減
：す
る
大
經
營
の
脾
は
錢 

に
も
免
か
れ
な
い
の
で
め
る

0

此
の
結
*
從
来

一

般
公
衆
の

中
.

に
，は
金
融
業
者
又
は
其
支
配 

人
ざ
個
人
的
に
観
し
く
談
合
し
将
る
の
機
會
を
與
ふ
‘な
二
三
流
の
私
人
金
融
業
者
に
走
る
も 

從

？

又
.時
に
は
評
欺
的
金
融
業
者
の
手
に
か
か

る
.
.

危

臉

も
：：

存
，狂
す
る
の
で
あ 

も
又
他
方
に
於
て
侧
逸
の
大
銀
行
は
大
經
營
に
於
て
顾
客
ざ
の
脚
係
自
然
機
械 

的
，、し

な

\
自
然
銀
行
の
證
券
消
化
力
を
減
殺
す
る
の
缺
點
に

' 應
ザ
ん
ざ
し
て
特
別
な
る
.方
法 

を
購
す
る
に
到
つ
，た。

‘
各
支
店
の
主
任
に
對
レ
て
，證
券
の
販
賣
高
に

g

じ
て

一

走
の
糊
合
の 

演
與
を
與
ふ
る
こ
と
之
で
あ
る
。
則
ち
此
の
制
度
の
結
果

V

し
て
利
：

S

心
：に

よ

るS
3

動
的

®
 

神
は
再
び
各
支

®

主
任

.に
注

X

せ
ら

'れ
、以
て
彼
等
月
給
取
ゎ
の
因
循
姑
：&
,
な
る
事
務
員
氣
質

i
l十卷

' 

(

四五九

〕

金
融
：資
i

め他放

性
：： 

银四號
 

四九

の
も
あ
る
。
 

る
"

け
れ
ど
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银S

嫌

M
O

f
e代
は：̂

0
あ
：

S

セ
あ

.る
，。：

而

.も
彼
等

.
‘の
：脾
賣
發

‘ん

f

ネ
證
券
ほ
綿
翁
な

4
:
,
調

，
森

：©

結

采

本
 

0
.
,
0
引
受

け

發

行
し
.
.
^
.
る

も

，の

で

あ

，る

か

ら

し

て

；、支
店
：生
：任

.の
利
己
的
：努
力
は

何
等
：

公
衆

，
‘を
 

害
ず

.

.

る
も
の
で
は
な
い

。

-

佛
國
の

-
K

銀
行
其
他

0
金
融
業
者
も
称
得

.意
：に
對

3

サ
相
離
湘
手

-yj,

な
，&
、彼
等
の
投
資
方 

針
を
左

©
す
る

"

而
し

.て
此

.の

觸

係

は

1

片：

の
収
明

0 
0 
.
tな

(
全 

< 
の
.信

認

陶

廉

.で

あ

り 

t
金
融

#

者
は
其

©
推
-

す̂
る

0
0
に
對
し
ギ

：1

糊

©
道
德
貴
任
を
辕
を
も
の
で
あ
る
。
彼 

等
は

& r
J

を
.信
認
ず
も
投
資
家
に

0
し
ヤ
、自
已

.の
推

‘薦
す

：

る
韓
芬
が

.好
個
の
放
資
物

‘で
め
-タ
 

て
代
债
：も
亦
適
當
の
も
の
た
る

i

を^En

も
條
信
す
え
こ

.ビ
を
晴
默

0

內：：

に

雜

言

す

.る

め

で

み
 

る
。
而
し

.て
彼
等
は
又
投
資
家
め
敢
め

 ̂

m 

a 

.
e 

.び
意
見
姆
し
卞
も
亦 

此

0

道
德
的
貴
使

.を
採
る

も

め
'卞
あ
る

0

佛

0
^
^
か

0 

.，
る

W
智
あ
る

.ょ

P 

;

て4<

銀
行
の
調 

査
課
内
に
得
意
に
對
す
る
投
資
案
内
部
を
設
け
る

‘こ
ご
前
述
の
如
く
力
；あ
る
-
只
獨
り

C
r
e
d
i
t

 

L
y
o

lm
d

s

の
み
は

其
發
行

信
用
を

重

す

る
こ
ズ
レ
極

度

に

シ
て
、他
：の

銀
行
及
び

金
融
業
者
の

發
行 

し
も
も
の
に
就
て
は
特
に
推
薦
せ
す
、只
得

fiv

の
'自

後

，的
：
の',申
込
，
0
:
:みを
 ̂

.
こ

ど

：じ

し 

€
.
ゐ
.る
.パ
ネ
銀
行

0
各
地
の
支
ま
虫
住
が
策
支
店

K
於

で̂
、賣
却

‘
.M
た
>も
.：膨
券

.め
高
：に

.勉
じ
セ

利
#

一
の
分
お
に
：部
か
る
の

®
辦
雄
の
大
ま

.is: 

50

媒
な
'を
成
试
な
 

'い"

.金

.熟

業

者
W

 

.投
資
家
：の 

0
-
0
0
0 
0
厳
も

.發

.，雄
し
セ
タ
る

‘
0
は
働
®

ざ
細
邀
：で
ポ
る

.
ホ

：れ

：，.
f

も
类
齒
で
も
：亦
最
近
，此 

の
倾
向

’は

！
般
的
に
明
か

a

認
め
ら
：，̂

る
‘や
；
？
に
な
ウ

^̂

英
，國
に
は
今

lil

.到
る
處

.の
'时
に
仲

‘賈
人(Bro

k
e
r
)，

が
存
在
：し
，其
地
：方
：g

v

人
.：民
の
投

-資
の
顧
：.間 

及
が
；伸
介
を

.な
し
て

‘か
る
。

專
に
又
偷
敦
に

.本
辟
を

.，#

.

.する

.大
'銀
#

は
全
英
孰
る
處
の

W

に 

支
店
を
布
し
ヤ
ゐ
る

0

而
し
て
英
：

M

人

®
多
ぐ
は
す
摩
彼

.：等
が

« 
0
に
.就
：い
て
信
認
す
る
臀 

者

を

，
法
：律

S

係

に

信

認

ず

る

辯

譲

士

を

有

し

て

ぬ

る

や

に

、其
め
：貯
寧
の
，：挽
：資

0

相
隣
相
手 

と
レ
て

'各

自

の信
！！

す

る
#

買
’人を有してる。

.：
，

.

代へぶをしないこ尙

1
5認 

す
る
臀
師
を
代
へ
な
い
と
同

一

で
ぁ
る
。

.：然

&

★

ん

ぱ

，
彼

，
等

：
は

.

大

我

行

：の
：
.支
.店
主

.任
-
^
#
別 

の
連
絡
を
有
し
て
ゐ
る
。
以
前
仲
買
人
は
長
い
間
只
傲
，來
る
寒
多

V
-

の
注
.寒

 

か

6
取
.. 

れ
ぱ
ょ
い

i

考

i

だ

辟

，代
一
が
ぁ
つ
.だ

け

れV

も

，
今

：日

ク

如

：ぐ

玉

海

：

‘突
の
多
數
の
有
僧
證
券

. 

が
.市
斑
に
出
る

.時
代
.に
は
最
早
そ
れ
丈
で
は
公
银

：：

の
/满
足
；̂
賈
ふ
譯

：

に
行
，於

：
^
い
、騎
爭
上
是 

#

ざ
も
公
银
の
爲
に
其
相
談
に
應
じ
ポ
投
資
め
目
的
物
を
撰

.禅
し
な
け
：れ
：ば
な
ら
な
ぐ
な
，ウ

^
^
^

た
Q 

'此

の
地
方
.傾
賈
入
の
投

資

家

じ
骤
す
る

此

0 

W
間

的
職
.分
は
近
時

#
:

激
に
旅
要
を
'認
め

>
4

十

卷

S

A

C
金
融
資
#
糊
の
f

性
. 

I

M
 

:

五
：1.

幽
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ら
れ
，從
つ
て
又
發
遂
し
つ
つ
あ
る
。

此
の
點

■に
於
で
一
大
銀
行
の
支
，廣
主
释
は
前
述
せ
る
如
ぐ 

大
.經
營
の
結
嚴
ご
し
て
之
に
接
す
る
人
の
儉

V

に
多
ぐ
し
て

.彼

.等
凡
て
の
人

.々
マJ,

懇
切
に
長 

ズ
相
缺
に
應
す
る
時
お
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
る

0 .

而
も
信
赖
し
得
る
夫
銀
行
の
，支

 ̂
^
直 

接
公
衆
の
手
近
か
に
存
在
す
る
結
聚
は
多
ぐ
投
資
家
を
引
き
付
け
、其

.結

..舉
は
米
國
を
除
く
何 

れ
の

B

に
於
て
も
見
る
や
ぅ
に
漸
次
に
仲
買
人
の
地
位

‘を
脊
か
：す
傾
向
は
認
ゃ
.
け
れ
ば
な 

ら
ぬ
。
特
に
此
の
大
.銀
行
が
其
集
ま
リ
來
た
る
注
文
を
手
許
喷
合
せ
に
ょ
つ
て
處
分
し
得
る 

こ
ビ
大
な
る
に
到
つ
て
其
勢
力

.は
獨
逸
に
於
け
る
大
銀
行
ざ
同
じ
ぐ
、取
引
所
仲
買
人

(
Inside 

びroker)

の
地
位
を
も
脅
か
す
じ
到
る
傾
向
あ
る
こ
マ

」

は
.最
近

T
h
e

 

Statist

誌
の
摘
し
た
る
所 

で
あ
る
。
鬼
に
角
之
等
の
大
銀
行
支

.店
が
其
投
資
家
の
滿
足
を
買
は
ん

タ、レ

す
る
に
は
、時
問
の
一 

許
す
限

-

彼̂
等
の
顾
問
ビ
な
つ
て
、役

.資
物
撰
揮

.

相
識
に
應
じ
な
：け
れ
ぱ
な

&

ぬ
。
從
マ
て 

そ
れ
义
け
公
衆
に

' 
對
す
る

.實
任
も
大

W

な
る
譯
で
あ
る
。
森
に
於

-て
か
‘大
銀
行
の
本
店
の
中 

厂

は
近

.

支̂
店
す
！任

-に
‘.對
し
て
個
人
的
に
資
目

.的
，物
、を

.

.
-
撰
擇
推
腐
す
る
こ
を
禁
じ
、其
代

.. 

は

タ

e

本
店
は

彼
等
の

必
要
に
應

じ
て
適
當
な

.る：投
資
物
の

.目

錄
.を

其

都
度
發
送
す
る
を
以 

て
-
.支
店

.主
任
は

.

.只

.之
：を

.

.投

.資
家

'
,に
示

.

.すに

.限

.

.るHer

を
醫

.ふix,..

す
：
.る
-
.者
が

.多
：い

-
.。
然

.れ
ご

.

.も
-せ
.し

支
店
生
任
が
此
の
：蠻
吿
を
嚴
守
し
て
公
衆
：

J

辕
ざ
か
ら
ん
か

#
求
は
恐
ら
く
彼
等
を
.泰
て 

て
、
®
び
其
の
地
方
仲
賀
人
に
隙
へ
る
も
の

i
思
は
れ
る
。

 

.

'

米
國
の
投
資
銀
行
業
者

W

公
衆

ざ

の
刷
係
は
又
極
め
て
密
接
な
る
信
認
圓
係
を
有
し
、而
し 

て
此
の
腿
は
漸
次
に
侧
國
又
は
侧
逸
の
如
ぐ

一

般
的
な
、ら
ん
し
つ
つ
あ
る
"
否
今
日
の
雖 

も

f

流
投
資
銀
行
業
者
は
自
己
の
推

M

す
る
證
券
は
如
何

.なる物雖も

1

足
額
迄
は
確
か 

に
與
将
意
に
服
賣
し
盡
ぐ
し
得
る
丈
け
の
圓
係
を
有
レ
て
ぬ
る
。
此
等
の
投
資
銀
行
業
器
が 

1

つ
の
瞪
券
の
販
賣
を
引
き
受
け
る
條
仲
は
そ
れ
が
第

i

賣
れ
る
や
否
や
ビ
典
に
、第
二
に

0 

己
が

之
を
得
意
に
推
薦
し

#

る
や
否
や
に
よ
つ
て
取
す
る
も
の
で

‘，あ
ろ
。
此
等
の
金
融
業
者 

お得意の欄係は永

®

的
の
信
認
脚
係
で
あ
つ
て
、彼
等
は
時
に
數
千
名
に
上
る
，得
意
先 

の
住
所
姓
名
を
力
タ
ド
グ
に
よ
つ
て
分

*

し
，而
し
て
彼
等
の
投
資
し
得
る
推
定
金
額

ど
、
時
期 

ざ

を
記
錄
し
て
を
ぐ

も

の
で
め
る
。
而
し
て
常
に
服
賣
人
及
び
放
資
案
內
を
送
つ
て
其
の
聯 

絶
を
保
つ

に

勢
め
て
ゐ

る
，，

彼
等
が
'此
れ
丈
の
得
意
を
永
ぐ
維
持
し
得
る
や
否
や
は
一
に
其 

の
提
供
す
る

®

芬
の
質
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、此
の
こ

W

は
彼
等
が
凡
て
の
點
に
於 

て
最
も
重

.き
を
置

.ぐ
所
で
あ
る

"

而
し
て
萬

！

彼
等
が
：推
薄
し
た
證
券
が
他
日
其
の
價
値
を

き

！十

卷

(

西
六
ニ D

金
融
資
本
綱
の
健
货
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ユ
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著
，る：し
，ぐ
減
じ
ね
：場
合
に
之
に
對
し
，て
充
分
の
實
住
を
倉
ふ
；こ

前

：雄
し
な
所
で
ゐ
る
。

今

左
に

一此
等
の

‘説
券
業
者
が
得
意
先
に
',對

し
：
t

如
何
：に

其
.：

貴
任

を

ま

す

る

：こ
：.

ざ
强
'き
か
を

に

實 

例

，を
-
.

示

す

こ

ビ
-.

マ
ト
す
る

.
0 

.

.

左
-
の
往
：復
文
齋
は

M 
メ

キ
シ
コ
鎭
山
會
社

©

社
俄
賣
ゎ
出
し
に
：際
し

•其
廣
舉
ホ
に
.名
卞
を

利
用
：せ
ら
れ
を
る
有
名
な
る
信
：能
會
敏
の
得
意
先
，が
前
者
に
箱
て

S

韓
券
の
.慣
傅
の
照
會
に 

刷
：す
る
も
の
で

' あ
..

る
：
。，

* 

- 

/

#

辟
:

.
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シ
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ハ
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宇
タ
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參
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右
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券
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係
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ガ
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ピ
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ノ
推
蔣
照
會
ヲ
經
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ヲ
受 

グ

シ
結
架
ユ

-
御
鹿
候
、右貴
答
デ

◊ 

' 

. 

; 

,■ 

斯
の
如
く
鶴
濟
社
會
が
：

’發

0
し
て
玉
石

S

の
有
偵

0
券
が

.，市
場
に
出
る
場
合
に
は
必

す 

一一
般

’投
資
お
：は
其
投
資
ま
針

.9
.

相

R

相
手
み
し

P
-

鄉
實

な

る
有
傻
購
鋒

業
：：

者

を

必

婴

す

る 

の
で
あ
る
。
け
れ
ビ
も
網

®

や
働
國
©
や
 

>ン
な
，投
資
顧
問
を
今
日

1

般
に

▲

め

る

こ

’
ど

は

容
 

易
で

な

い
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認
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傭
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融
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P
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し
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第a

號 

、、

行
は
れ
る
の
で
あ
る
。

.
故
に

®

し.全
般
的
凡
て
の
證
券
業
者
に
之
を
許
さ
れ
な
い
み
す
る
な

6 
M

0
一、成
る
可
ぐ
信
用
あ
る
者

'に
.
之

，
を

行

，
ゆ

し

め

て

、
不

信

：
用

な

，
.

る
-者.

0

入
タ
來
る
版
鬪
を

縮
少
し

1
5

 

ニ

全
般
：的
に
は
か
か
る
不
庭
の
徒
に
對
し
て
嚴
重
な
る
制
載
を
：課
す
る
を
以
て
最

善
の
方
法

.V
J

し
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
。

此
の
朝
か
、ら

れ

，ぱ
信
用
あ
る
取
引
伸
買
店
に
し

て
各
地
に
支
店
を
設
：

け

て

顾
客
の
版
圖
を
擴

め
て
、，
而
：
じ

て

投

資.家
に
：對
：し

て

投
資
の

1

間
た

、ら
し
む
る
は
取
引
所
を
賞
物
化
し
，

®

物
市
場
の
取
引
を

B

腹
せ
レ
む
る
上
に
於
て
就
ぐ
可
、ら

ざ

る
こ
ざ
は
前
號

i

於
て
誰
し
ぐ
論
述
し
た

る
所
で

あ
る
。

而

し
て
彼
等
は
勿
論

•取
引
員
に

ぬ
ざ

.
る
も

；̂
.

の

一.
般

金

服

.，衆

ポ

に

し

て

他

.人

の

信
.認
に
背

.き
て
之

.じ

.
摸
..害

：を
.與
ふ
る
も
，.の
に

對
し
て
斷
乎
，た
る
制
裁
を
加
ふ
可
き
も
の
で
あ
る
。
此
點
に
於
て
獨
逸
は
詳
細
な
る
規
定
を

も
つ
て
ゐ
る
。

：：

則
ち
獨
逸
の
法
律
は

一

般
に
人
に
助
言
を
與
へ
、之
が
爲
め
に
損
害
を
加
へ
た

も
の
に

S

し
て

一

走
の
貴
任
を
認
め
て
ゐ
る
。
其
結
果
ミ
し
，て
か
か
る
法
雄
上
の
根
據

'か
‘ら

し
て
今
日
客
が
或
，る
損
先
を
招
い
た
場
合
に
之
，を
以

て

其
仲
買
人
の
不
忠
實
な
る
忠
言
の
結

取

，/」

‘し

て
損

害
！
！

償
を
求
む
る
爭
が

®

々
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
然

ら

ぱ

其
，：
法

雄

上
.の根
據 

t
T

何

.
'で

を

る

か

•
- 

,

:

,

,

.
網

®
民
法
览
六
百
七
十
六
條
は
他
人
に
忠
言
を
試
み

.父
は
或

.る
事
を
腐
め
た
者
は
契
約

®
 

係
又
は
不
法
行
爲
よ

h
.生
す
る
貴
任
を
除
ぐ
の
外
此
の
忠
言
又
は
推
薦
に
從
ウ
て
な
し
た
行 

爲
よ
り
生
じ
た
る
損
害
を
賠
償
す
る
の
責
任
を
有
せ

.ざ

る
旨
を
规
定
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
ひ 

ニ)

此
规
楚
に
よ
る
時
は
他
人
の
扣
談
に
應
'じ
て
助
言
又
は
質
問
に
答
へ
た
時
は
兩
者
の 

間
に
契
約

®

係
：
の

存
し
な
い
時
は
好
意
的
に
な
し
た
も
の

W

しR

何
等
の
責
任
を
有
し
な 

い
も
の
で
あ
る
，け

れ

も

，善

-は
の
風
俗
相
容
れ
ざ
る
ホ
法
に
よ
ク
惡
意
を
以
て
他
人
に

f
f
l 

0
を
，與
へ
た
時
，換
言
す
れ
ぱ
他
人
を
害
す
る
こ
マ
し
を
卸

&

つ
' 

v
>
事
賞
に
非
ざ
る
助
言
又
は
答 

を
.な
し
た
場
命
に
は
損
，害
を
賠
償
，す
る
の
貴
任
が
あ
る
の
で
あ
る
。

 

,

而
し
て
仲
賈
人
の
か
か
る
行
爲
に
對
し
て
は
，取
引
所
：法
第
九
十
五
..條は
特
に
刑
法
上
の
刑 

'罰
を
課
し
て
仲
買
人
が
其
客
よ
り
相
談
を
ぐ
る
に
乘
じ
て
客
を
錯
誤

.に
路
、ら
し
め
以
て
損 

害
を
與
ふ
る
こ

.，レ
を

取

蹄

：、ら

ん
と

し
てQ

 

則

ち
日

ぐ

「

仲
賀
人
：に
し
て
自
：
'已
又
は
第

m

蒸
 

に
財
産
上
め
利
舜
を
：獲
得
す
る
目
的
を
以
て
客

：

に
對
し
其
縮
結
せ
，ん：
す

る

取

引

に

蘭

.
し
 
'知 

>
9つ
つ
正
確
な
ら
ざ
る
忠
言
又
は
答
辯
を
な
し
た
：る
も
の
は
禁
細

0

刑
に
處
せ
ら

6
.
t
o 

0,1
)
：

助

0
の
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當
な
る
を
保

K

し
た
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契
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な
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あ
る
' も

の

が

き

一

は

亦

®
察
を
照
，傅
す
奏

0

實
任

♦
有
す
る
，も

®

で
，も

. 

.を
。

而
し
て
；；伸
買
人
ね
る
金
：跡
簿
者

.が
客
.ぐし：
又

.ぽ
客

g,：

爲

有

：獨

0
券
取
引
を
游
す

nis；

合 

に
.

力

力
る

細

#
.の
注
着
を
な

'す

*
^
:述
る
ま
務
：は

.當
當
該
.契
：
：
^
 

g
r

主
.：：ぢ

る

ノ

附

働

要

素

-
を

な

す

も
 

の
で
：：ゐ
る
。

則
ち
觸
行
業
者
が
客
：の
注
文
の

"目
的
物
お
る
：有

.偵m
:

券
じ

.：

S
:

レ
客
：の
相
隣
じ
膨 

じ
で
助
言
を

.な
し
ね
る
ざ
き

‘は
仲
買
人
は
養
賞
な
る
商
人
：ゆ
棟

®

を

^

て
な
'す
鶴
務

.あ
；る
を 

以
で

f 
$
ょ
i
.據

 ̂
0
し
貴
任
：を

.有
す
，る
も
の

^
あ
：
#
。、
'
殊
に
；仲
寬
人

.が
其
；思
吿
ぐ
從
も

K,> 

V
.

を
#

言
し
：戈

は

客

の

育

谓

龍

券

賣

買

辑

特

、圳
ゆ
報
酬
を
受
け
た
る

®

合
：に
は
其 

繞
特：：

ほ
，大
な

i

も
-の
で
め
る
。
.：.
，
商

し

て

，
故

#
じ
正

i

な
ら
ざ
る

S
i

m

は
等
を
な
し

T
白

i
 

介
入
を
な
し
た
場
合
し
就

.て
は
前
：腕
に
一
言
レ
お
所

'で
：
.め̂，0̂

。

‘ 

i
瑪
斜
行
霉
蒸
か

‘ポ

，s

収
引
に

.

.0
聯
し
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T
.生
ホ
‘
る
：
f
t 0
の

實

任

，
じ

辦

レ

て

は

：
烟

特

例

は

撒

次

峻

厳

な

る

•
爛

W
.
を

、
下

す

や

ぅ

.
で
.
あ

.
る

。

S

は

®

み
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卿

瑪

帝

國

熱

判

所

の

下

し

た

る

?

決
理
は
の

I

帝
を
示
し

.て
伸
賀
人
が
客
：じ

'
斷
レ
で

-有
す
る
黨
條
の
：
一

' 
般
を
示
？
ん

>
^
す
◊

察
約
：

^
毅
孩
の
腐
行
.

し

て
：，

與
へ
た
、期
言

.に
销
第
み

I

七
'
.
*

K
條
嚴
び

liiHg:

七

☆

條
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：依
る

- 

i 

f
ヴ
ネ
顏
す
る

.こ，"
V

は

sli-

維
'上=

疑i

の
.偷
；.桃
な
き
ん
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で
あ

.る，
0.

件

損

齊

腊

傅

の

：義

務

は

.高

接
：：

助
言
を
與
ふ

る

こ
-̂
.
,を
.
目
的

-

W
.

す
る
獨
立
の
契
約
よ

-

發
生
す
る
缴
舍
が
あ
る
。
两
時
じ
ダ 

契
；
^

上
の

.
主
な
レ
義

.務

a 

#
隨
す
る
従

*
^
る
.義
務
：よ

.り
も
何
發
生
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に 

銀
：行
業
者
が
其
客
に
有

W

證
券
の
：購
入
を
淹
め

^

に
依

^
ジ
て
購
入
の

'.決
翁
ヶ
游
す
に
至
.ら
し 

め
：た
場
合
に
：，は
此

0
.の
：附
：

0
的
：義
称
、

0

存
在
す
る

’も

の
^
で
あ
る
ミ
：推

"薄
サ
ふ
る
。
而
し
て
戴 

F

所
が

が

.か
る
描
定
の

.
极
纖

i

な
す
所
は
か
か
る
，賣
賈
行
游
じ
際

.

.し
て

M
W
.
を
な
，す
は
、費
與 

す
を
者
の
な
す
可
き
動
激
全
般
：中
の
必
然
的
要
素
を
な

.す
か

6

で
あ
る

銀
行
業
者
は
其
營
業
約
敎
に
於
て
か
か
る
婢
言
よ
も

"线
中
る
，貴
任
を
負
：は
な
い
冒
を
，规
库 

す

る

を

.

普

通
ミ

す

る
け
れ
ど
も
故

®

に
課
ま

&

た
る
‘助
言
を

'な
し
た
.る
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ざ

よ

ぐ
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：

す
る
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る
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な
き
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あ
る
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此
：駒
に

.於
て
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國

S
#

状
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取
引
所
法
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他
人
に
助

'
t
叉
：み
：他

i

を
，な

レ

f
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に
，何
：等

.
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S
を

置

^
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な
い

.、は

勿

觸
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般
的
に
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0
0 1
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ニ
-れ
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：

當
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.
る

斜

定

は
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し
な

> 
い
や
ラ
で

♦

る
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恭
し
：g

の
' 

♦
の
憶
斷
に

V

し
て
誤
ま

K
Vな：い
レ
た
な
ら
ば

.我

.國
に
.：
 

は
，®

鋒
き
：
0
が
他
人
、に
助
言
を
，與
へ
て
も
ま
に

i與
レ
て
前
述
：
®

や
.
4
な
厳
.律
な
.
る
.貴
.伊
み
間

- 

は
な
い
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れ

#
他
の
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ね
背
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會
が
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;
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は
確
實
な
る

S

所
収
引
員
に
對
し
て
も
、地
方
に

.支
店
を
設
け
て
小

S

家

の

顧

間

，.
な

る
 

/
J

ヵ

禁

1

ら
れ
て
ゐ

る

力

、

ら

し

て

現

狀

の

.下

に

於

て

我

國

の

地

方

の

投

資

家

は

全
ぐ
信
賴 

す
可
き
相
談
相
手
を
與

/
.

ら
れ
な
い
の
み
か
、彼
等

I

が
ん

.ざ

す

る

取

な

ら

ざ

，

る

金
融 

業
者

.に
活
動
の
道
を
開
い
て
ゐ

.
る
‘の
で
あ
る
ブ
或
は
：仲
買
人
に
地
方
：支
，店
を
許
す
時
は
地
方 

の
投
資
家
を
し
て
投
，

に
誘
惑
す
る
の
危
臉
が

あ

る

み

主

張

す

る

か

も

し

れ

な

い

け

"

ご 

之

に

.對

し

て

余

は

第

一

然

ら

ぱ

實

物

市場
及

び
：.國
，
倩

市場

の
取

引
員
に

之

を

禁

止

す

る
®
-大 

な

る

现

ぬ

は

あ

る

ま

い

は

4

る
。

現
に
米
國
で
は
投
資
的
仲
買
店
と
投
機
的

仲

買

礎

の 

:

は

明
か
に
せ

4

れ
て
ゐ
る
。•我
國

で

此
の
支
店
：

設

歡

：を

禁

，♦

る

が故
に

國
W

*

場

の

振 

は
ざ
る
こ

ご

前
述
の
如
ぐ
で
あ
る
。
第
二
、公
衆
♦
投
機
よ
ク
永
久
に
全
然

遠
ざ
け
る
こ
と
は 

不
可
能
で
あ
る
。
加
之
公

C

を
投
機
よ

り

保
護
す
ツ
る
に
は

別

に
有

力

な

る

方

法

が

あ
る
0

又 

東
京
，の
有
力
な
る
仲
買
店
を
廣
島
や
博
多
に
支
店
を
設
け

る
こ
.る

を

群
じ
て
も
，廣

島
、g

多
の 

仲
買
店
が
存
在
す
る
以
上
は
公
缴
を
投
機
よ
ね
遠
ざ
け
る

こ

ご

は

.出

来

な

い

で
は
な

い
か
、

斯 

の
☆
き
は
寧
ろ
市
場
銀
中
の
經
濟
的
趨
勢
を
阻
止
す

る

甚
だ

し

き

.も

の

で

あ

る
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が
イ

.買
人
を
公
激
よ
ク
遠
さ
け
る

.こ

ざ
に

よ

ク

て

、
然

ら

ぱ

果

し

て

公

：
银

.を

不

正

金

融

紫

き

よ

h
.
保
®
:
し

得

，
：
る

か

、
I
'

ふ
に
日
の
：小
：投
資
家
は

@

ら
其
盼
蓄
を
利
用
し

.得
ざ
る

.も
の
で
め
る
。
 

此
の

.爲
‘め
に
必
す
育
.利
な
る
投
資
を
棟
つ
て
ゐ
る

"
、
而
し
て
此
の
傾
：向
は
國
民
の

f
f
i券
に
對 

す
る
智
識
が
向
上
す
る
に
從
ひ

"又
國
民
資
本
の
證
券
化
が
墙
大
す
る
に
從

ひ

S

々
緊
急

K
Cな 

つ
て
来
る
も
の
で
あ
る
。
而
し

て

此
.の
必
要
は
法
律
が
晴
券
に
對
す

る

舉
門
鑑
定
家
た
る
仲 

買
人
を
公
散
，よ
&
道
ざ
け
た

i

て
決
し

.て
消
減
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
ら
尙
疾
患
が
，驚
師
を 

逮
.ざ
け
た
ざ
て
な
ぐ
な
、ら
な
い

i

同
.1:

で
あ
る
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i

結
果
は
却
つ
て
斬
禱
ざ
%
で
病
氣
を
癒
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す
る

W

潜
稱
す
る
詐
欺
師
に
か

.か
る
機
會
を
大
な
ら
し
む

.
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
今
日
一 

流
取
所
の
伸
賈
人
は
決
し
て
全
部
が
厳

B

師
で
は
な
い
。
其
大
多
數
は
も
ぐ
&
の
金
融
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者
よ

-
教̂
ず
信
用

' し
得
る

も
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，で
あ
ら
ぅ
。
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に
彼
等
を
此
の
必
；要
迫
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ゐ
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資
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け
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こ
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つ
て
不
正
な
る
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融
業
者
の
跋
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、法
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；し
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す
る
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云
ぷ
目
的
を
達
し
得
な
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で
あ
ら
ラ
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こ
、れ
則
ち
全
國
"け
不
正
金
融
業 

激
の
續
出
す
る
所
以
で
あ

.つ
て
、現
に
政
府
は
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年
か
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年
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か
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て
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儉
の
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業
者
の
營
業
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を
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必
要
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損
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與
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こ
ざ
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營
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内
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會
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突
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あ
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彼
等
忽
ち
牙
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待
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不
®
金
融
業
者
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惑
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略
る
の
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♦
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成
样
取
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；

員
な
ら
ざ
る
®
券
樂
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辟
め
職
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採
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し
‘む
れ
ぱ

I
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な
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.
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へ
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れ

る
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あ
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れ
な
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や
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今
ザ
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業
者
：

0

如

：
く
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發
行
豫
券

⑧
調

査
.，も

‘爲
さ

.ま

o
f

投
資
家

：

に
賣
却
す
る
を
辟
て
能
事
終
れ
レ
：

.
W

す
ぇ
無
：貴
任
，な
る
®
芬
業

者

に

な

0
職
分
を
養
ず
る
こ

ざ

決
し
：て

資
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仲
買
人
以
上
に
公
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を
辦
讓
す
る
も
の
や

な

い
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取
引
所
に

上
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せ

ら
'れ
て
ゐ

'务
證
券
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彼
等
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：
§

貿
す
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臉

ょ
.
.
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^

も

一
層
碑
資
な
る

急

，の

，で

あ

る
。

ょ

し

假
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:に

説
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業
者
が
發

達

し

て
H
確
賞

な

る
證
券
，め
み
を

収

.
ク

极

ふざ

す
る
を
大
身
證
券

.
©
發
行
に
収

llT

所

を
利
用

‘せ
ざ
，る
可
か

、ら

ぎ
.る
こ
と
は
前
論
め

如
ぐ

P

あ

つ
て
殊
，に
證
券
業
蒸
か
賈
ひ
戾
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爲
す
資
任
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採
、ら
ざ
る
場
合
に
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貨
悠
還
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元
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め
に

す
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所
に
て
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賀
し
得
る
の
自
由
を
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要
ダ
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の

.で

.か
，る
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故
に
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國
こ
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収
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所
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懲
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濟
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禁
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け
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ぱ
な
、ら
ぬ
。

依
是
觀
是
國
的
に
限
、
られたる金

.融
資
本
綱
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其
中
福
に
取
引
所
：か
あ
り
，而
し
て
此
.の 

金
融
資
本
綱
を
構
成
す
る
金
融
業
者
が

M
芬
の
鑑
定
力
を
有
し
、此
の
智
識
を
舉
礎

.
bし
て

一 

般
投
資
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の

W
問

V
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なし資本を
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實
な
る
産
業
に
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け
ら

'れ
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時

R
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に
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め
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資
本
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は
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資
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資
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る
方
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得
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る
。
而
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に
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實
な
る
資
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な
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資
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す
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せ

る
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業
資
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S
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む
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収
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を
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き
を
示
す
も
の
で
は
ぁ
る

ま
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取
引
所
を
經
濟
社
會
全
般
の
立
場
ょ
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.
考
察
せ

や
し
て 

只
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引
所
を
取
引
所
な
る
別
世
界

.
,
,し
て

研
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し
、之
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も
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す
限
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取
引
所
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濟
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會
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生
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又
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